第5回極域気水圏シンポジウムプログラム・講演要旨 by unknown
第5回極域気水圏シンポジウム
プログラム・講演要旨
目　　7　ま゜　・図≡幽
灘1欄い982年12月
　00005584霧
　　　　国立極地研究所
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第5回極域気水圏シンポジウム
　　　プ　　ロ　　グ　　ラ　　ム
日　　時 昭和57年12月7日（火）
10時00分　～　17時50分
昭和57年12月8日（水）
　9時00分　～　17時40分
昭和57年12月9日（木）
　9時30分　～　15時20分
会　　場　　国立極地研究所講堂（6階）
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程 表
12月7日　（火） 12月8日（水） 12月9日（木）
　　　　10：00
所長挨拶
　　　　10：10
1海氷（5）
　小野延　雄i
　　　　11：50
　　　　　9：00
V　雪結晶（7）
　菊地勝弘
　　　　11：20
－一一 休　　　憩　一一一
　　　　11：30
VI総観気象（3）
　中島暢太郎　　　　12：30
　　　　　9：30
D（放射（4）
　中　澤高清
　　　　10：50
－一一 休　　　憩　一一一
　　　　11：00X　MAP解析（5）
　広　田　　　勇
　　　　12：40
昼　　　　食 昼　　　　食 昼　　　　食
　　　　13：40
XI　MAP測定（5）
　小野　　　晃
　　　　15：20
　　　　12：50
皿　積雪の性質（5）
　若浜五郎
　　　　14：30
－一一 休　　　憩　一一一
　　　　14：40
皿　気候変動（4）
　石　田　　　完
　　　　16：00
－一一 休　　　憩　一一一
　　　　16：10
1V氷床の物理（5）
　東　　　　晃
　　　　17：50
　　　　13：30
W境界層（6）
　小林俊一
　　　　15：30
－一一 休　　　憩　一一一
　　　　15：40
W話題提供（4）
　田　中　正　之
　　　　17：40
一般講演　　　49編
　（約20分）
話題提供　　　　4編
　（約30分）
　計　　　　53編
　　　　18：00懇　親　会　　 ～　　　　20： 0
12月7日　（火）
　　挨　　拶　　国立極地研究所長　永　田　　　武
　　　　　　　　　　　　　　　　　（10：00～10：10）
1海氷（10：10～11：50）
　　座長　小野延雄　北大（低温研）
　　　1　1981年の昭和基地周辺の海氷に関する資料
　　　　　　　　　吉田栄夫　　　極地研
　　　　　　　　　森脇喜一　　　極地研
　　　2　南極Queen　Maud　Land　沖の海氷と海況
　　　　　　　　　小野延雄　　　北大（低温研）
　　　　　　　　　本井達夫　　　北大（理）
　　　3　生長しつつある海氷からのブライン排出過程
　　　　　　　　若土正暁　　　北大（低温研）
　　　4　海氷と海洋の相互作用による熱的振動
　　　　　　　　　酒井　敏　　　京大（教養）
　　　　　　　　　今脇資郎　　　京大（理）
　　　5　南極海の海洋渦の問題
　　　　　　　　　福岡二郎　　　北大（水産）
　　　　　　　　　楠　　宏　　　極地研
　　　　　　　　　三宅秀男　　　北大（水産）
～～～～～ 昼　 食（11：50～12：50）～～～～～
皿　積雪の性質（12：50～14：30）
　座長　若浜五郎　北大（低温研）
　　　1　マイクロ波と雪氷の相互作用に関する基礎的研究
　　　　　　　　　黒岩大助　　　北工大
　　　　　　　　　松本　正　　　北工大
　　　　　　　　　鈴木勝裕　　　北工大
　　　2　みずほ基地とハレー基地積雪のpHの季節変化
　　　　　　　　　藤井理行　　　極地研
　　　3　みずほ基地における雪の酸素同位体組成の季節変化
　　　　　　　　　加藤喜久雄　　名大（水圏研）
　　　　　　　　　藤井理行　　　極地研
　　　4　みずほ柱状氷試料中の球状微粒子の放射化分析
　　　　　　　　　田澤雄i二　　　京大（理）
　　　　　　　　　藤井理行　　　極地研
　　　5　南極の表層雪の圧密
　　　　　　　　　西村　寛　　　北大（低温研）
　　　　　　　　　佐藤和秀　　　長岡高専
　　　　　　　　　前野紀一　　　北大（低温研）
　～～～～～休　憩（14：30～14：40）～～～～～～
皿　気候変動（14：40～16：00）
　　座　長　　石　田　　　完　　　北大（低温研）
　　　1　みずほ基地から得たJARE－13　150〃2コアに
　　　　　おける酸素同位体垂直分布
　　　　　　　　　加藤喜久雄　　名大（水圏研）
　　　　　　　　　渡辺興亜　　　名大（水圏研）
　　　2　みずほ基地から得たコアにおける酸素同位体組成の
　　　　　変動と気候変動
　　　　　　　　　加藤喜久雄　　名大（水圏研）
　　　3　プラント棚氷コア解析による過去30年の気候変動
　　　　　　　　　藤井理行　　　極地研
　　　　　　　　渡辺興亜　　　名大（水圏研）
　　　4　最近の北半球snow－ice　cover変動と気候変動の
　　　　　関連について　　第1報
　　　　　　　　星合　誠　　　愛知学院大
　～～～～～休　憩（16：00～16：10）～～～～～～
W　氷床の物理（16：10～17：50）
　　座　長　　束　　　　　晃　　　北大（工）
　　　1　南極氷床のフイルンが氷化する密度について
　　　　　　　　榎本浩之　　　北大（工）
　　　　　　　　浅井　淳　　　北大（工）
　　　　　　　　　中尾正義　　　北大（工）
　　　　　　　　東　　晃　　　北大（工）
　　　2　氷床の積雪密度変動について
　　　　　　　　前野紀一　　　北大（低温研）
　　　　　　　　石田　完　　　北大（低温研）
　　　　　　　　西村　寛　　　北大（低温研）
　　　　　　　　海老沼孝郎　　北大（低温研）
　　　3　南極，白瀬氷河流域の計算機シミユレーシヨン
　　　　　　　　長尾正敏　　　北大（工）
　　　　　　　　　中尾正義　　　北大（工）
　　　　　　　　東　　晃　　　北大（工）
　　　4　アイスレーダーエコーの数値解析（H）
　　　　　　　　　泉　達司　　　北大（応電研）
　　　　　　　　星山満雄　　　北大（応電研）
　　　　　　　　西辻　昭　　　北大（応電研）
　　　　　　　　和田　誠　　　極地研
　　　　　　　　　前　晋爾　　　極地研
　　　　　　　　楠　　宏　　　極地研
　　　5　深層掘削の技術的検討
　　　　　　　　鈴木義男　　　北大（低温研）
12月8日　（水）
V　雪結晶・雲（9：00～11：20）
　　座長　菊地勝弘　北大（理）
　　　1　極域の雲の性質と形成
　　　　　　　　和田　誠　　極地研
　　　　　　　　武田喬男　　名大（水圏研）
　　　　　　　　岩坂泰信　　名大（水圏研），極地研
　　　　　　　　川口貞男　　極地研
　　　　　　　　　山内　恭　　極地研
　　　2　みずほ高原における雪結晶について
　　　　　　　　佐藤和秀　　長岡高専
　　　　　　　　井上治郎　　京大（防災研）
　　　　　　　　西村　寛　　北大（低温研）
　　　3　グリーンランド内陸部における雪結晶の観測
　　　　　　　　樋口敬二　　名大（水圏研）
　　　　　　　　植村直己
　　　4　低温での雪結晶の成長
　　　　　　　　　山下　晃　　大教大
　　　　　　　　和田　誠　　極地研
　　　　　　　　浅野浅春　　大教大（附属高校）
　　　5　－40°C以下の温度で成長する雪結晶の形態
　　　　　　　　権田武彦　　東理大（理工）
　　　6　奇形雪結晶の生成（1）
　　　　　　　　　佐藤　昇　　北大（理）
　　　　　　　　　菊地勝弘　　北大（理）
　　　7　氷晶核の性質が雪結晶の形に与える影響
　　　　　　　　　高橋忠司　　埼玉大（教育）
　　　　　　　　　新井君代　　埼玉大（教育）
　　　　　　　　　林　佐衛子　埼玉大（教育）
　　　　　　　　　岡田晴美　　埼玉大（教育）
　　～～～～休　　憩（11：20～11：30）～～～～
Vl　総観気象　　（11：30～12：30）
　　座長　中島暢太郎　京大（防災研）
　　　1　南極みずほ基地の気候特性
　　　　　　　　　石川信敬　　　北大（低温研）
　　　　　　　　　小林俊一　　　北大（低温研）
　　　2　みずほ高原内陸部の気候特性
　　　　　　　　　井上治郎　　　京大（防災研）
　　　　　　　　　西村　寛　　　北大（低温研）
　　　　　　　　　佐藤和秀　　　長岡高専
　　　3　みずほ高原，内陸高地の高層気象
　　　　　　　　　西村　寛　　　北大（低温研）
　　　　　　　　　井上治郎　　　京大（防災研）
　　　　　　　　　佐藤和秀　　　長岡高専
　～～～～昼　食（12：30～13：30）～～～～～
W　境界層（13：30～15：30）
　　座長　小林俊一　北大（低温研）
　　　1　ソーダによる南極氷床上の大気境界層の観測
　　　　　　　　　小林俊一　　　北大（低温研）
　　　　　　　　　石川信敬　　　北大（低温研）
　　　　　　　　　大畑哲夫　　　名大（水圏研）
　　　　　　　　　川口貞男　　　極地研
　　　2　みずほ基地の接地気層の特性（皿）
　　　　　　　　　大畑哲夫　　　名大（水圏研）
　　　　　　　　　石川信敬　　　北大（低温研）
　　　　　　　　　小林俊一　　　北大（低温研）
　　　　　　　　　川口貞男　　　極地研
　　　3　みずほ基地で低温となる場合の大気の状態について
　　　　　　　　　大畑哲夫　　　名大（水圏研）
　　　4　カタバ風の二次元数値モデリング
　　　　　　　　　萬納寺信崇　　東大（理）
　　　5　カタバ風の数値シミユレーシヨン
　　　　　　　　　安達隆史　　　日本気象協会
　　　6　みずほ基地における雪内熱流量
　　　　　　　　　菊地時夫　　　高知大（理）
～～～～～ 休　憩（15：30～15：40）～～～～～
珊　話題提供　　（15：40～17：40）
　　一　カタバ風帯の熱収支に関連して　一
　　座長　田中正之　東北大（理）
　　　1　総観規模じよう乱とみずほ基地の気象
　　　　　　　　　川口貞男　　　極地研
　　　2　みずほ基地における接地逆転と放射収支
　　　　　　　　　山内　恭　　　極地研
　　　3　みずほ基地の風について
　　　　　　　　　大畑哲夫　　　名大（水圏研）
　　　4　やまと山脈裸氷面と雪面上の大気構造
　　　　　　　　　井上治郎　　　京大（防災研）
12月9日　（木）
α放射（9：30～10：50）
　　座長　中澤高清　東北大（理）
　　　1　南極対流圏の放射冷却
　　　　　　　　川口貞男　　　極地研
　　　2　衛星及び地上観測による南極大気の放射収支
　　　　　　　　　山内　恭　　　極地研
　　　　　　　　　G．G．　Campbell　NCAR
　　　3　サンフオトメーター法による「ふじ」航路上での消
　　　　　散係数の測定結果
　　　　　　（1979．　11．　25－12．　17，
　　　　　　　　　　　　　1981．　2．　19－3．　11）
　　　　　　　　　松原廣司　　　高層気象台
　　　　　　　　　大畑哲夫　　　名大（水圏研）
　　　　　　　　　川口貞男　　　極地研
　　　4　南極昭和基地における消散係数の測定
　　　　　　　一　サンフオメーター法による　一
　　　　　　　　　松原廣司　　　高層気象台
　　　　　　　　　川口貞男　　　極地研
～～～～～ 休 憩（10：50～11：00）～～～～
X　MAP解析　　（11：00～12：40）
　　座長　廣田　勇　京大（理）
　　　1　惑星間空間磁場境界通過に対する極域温度の応答
　　　　　　　　三角幸夫　　　京大（理）
　　　　　　　　廣田　勇　　　京大（理）
　　　2　成層圏全球平均温度の垂直勾配の変化
　　　　　　　　神沢　博　　　極地研
　　　3　上部成層圏循環に関する南北両半球の比較
　　　　　　　　塩谷雅人　　　京大（理）
　　　　　　　　廣田　勇　　　京大（理）
　　　4　エルチチヨン火山噴火後の成層圏エアロゾルの変動
　　　　　　　　林田佐智子　　名大（水圏研）
　　　　　　　　岩坂泰信　　　名大（水圏研）
　　　5　紫外線ライダーでみた成層圏エアロゾル層
　　　　　　　　　内野　修　　　九大（工）
　　　　　　　　　山村英明　　　九大（理）
　　　　　　　　広野求和　　　九大（理）
　　　　　　　　前野三男　　　九大（工）
～～～～～ 昼　　食　　（12：40～13：40）～～～～
氾　MAP測定　　（13：40～15：20）
　　座長　小野　 晃　名大（水圏研）
　　　1　南極成層圏エアロゾルの気球観測
　　　　　　　　森田恭弘　　　名大（空電研）
　　　　　　　　岩坂泰信　　　名大（水圏研）
　　　　　　　　小野　晃　　　名大（水圏研）
　　　2　南極型小粒子ゾンデの開発
　　　　　　　　伊藤朋之　　　気象研
　　　　　　　　池上三和子　　気象研
　　　　　　　　金沢五寿雄　　気象研
　　　3　南極地域における大気中ハロカーボン濃度の精密測
　　　　　定
　　　　　　　　巻出義紘　　　東大（理）
　　　　　　　　横畑彰人　　　東大（理）
　　　　　　　　　富永　健　　　東大（理）
4　赤外分光器による水蒸気量の測定
村松久史
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佐々木徹
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5　H20＋hレ（Ly一α）→0耐＋Hを用いた水蒸
　気量測定法
山下喜弘
岩坂泰信
和田　誠
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平沢威男
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小林喬郎
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福井大（工）
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22日，目自1日～2日♂間，菊底∫也〒形ま周査に
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別く厚の分掃ぽ、当烈ひこヒ存がらρOA叫動イ象1二
よ3闇，1（面ヒニ冬：k存・レ夢穿ラ1く♂ゲ秒トよ
1
一・・…”・鯵　　　　＼、
　　　　，〆
　　　ご＼祭、3宇E
　　　　　櫟；や＼
　　　　　130－140　’ミ＞　　1…、．
　　　　　160－180　　　”　　　　／　　　　”・．
　　　　　200－300　“　！　　　十　．
　　　　　300＜’　　亨　　㌧
　　　　　　　　　　、、、　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　’
1
十 十
3輩E 3iζE
¶ce　fe昂tures　or　LOtzow－Holm　8ay
彗゜tSYOW＾
　　’ピ
4°E
69°S
70°S
2
1－2
南極QueerしMau（1　Land沖の海氷と；毎ラ兄
小野延雄（ゴヒ大低温祈）・本井達夫（］ヒ大大宇院捜轍科）
　昭和基地の西方，南極クイーンマウドランドー1°C以下の極小値，2σD～3σOmに＋1℃
沖（ウエ・リデル海の東方海域）には，南半球の春以上の極大値を梼つのポ特長である。そ桐“
（q～11月）に大さく広がった渇氷域内に，ウエ　この水オ主の付近では0°C以上の氷温Lぼ翻・1さ
美議繋鵠麟劉難籍㍑ら漂齢酬はっさうし蹴
ること帆人工衛星からのリモートセンシン　　日本南極観測隊の‘、～、じ1誌る滝襯則の資
ブによって日月きらかにな’うラ主目さ｝れてきた。　オ斗を調＾こ↑：ところ，1967，68，6q，74，75
1q72年11月に打上げられENimbus5号のの2月頃に，このウエ・ワデルラ1＜湖の出現場所
5ミ黒瀦㍑瓢i麟＝鰹「襟聾㍊綴1蕊；耀
，1973年から’77与にかけて毎年のウエッデル年はゼの春・に氷76目が見られた渇域マ襯測をし
氷ラ胡の形や大きさの才庄移を見せてくれ↑こ。ラkてい亡こヒがわかる．刃・峡1司隔が離れている
湖は6～8月頃に姿を現わし，10月か11月にので図1のような断面図を描いて示すこと1δ
最大になる。各ヰの最大期のラk湖の形と位置できなかった6～香測臭の水温や鹸量の鎧
は図2の中に示して蕊る。　　　　　　　　直飾を眺めると，やはりこの功域の功況の
　1q77年2月，渇うk威が最も縮小すO南極の特興性を見士すこと4＞て’きる。図21：記号を
夏に，アルゼンチンの・観ラ則f枯ハRA　Is2θs　萱えて示し†こ氷7銅域付近の3妄ヒ，南非洋
く｝cα4sによってこの為域の海洋観測ポ行なの平均的姿の代表とし了取上げた昭和基地の
われ↑こ。春に氷湖ができてい↑：海域付近では沖の1臭とのフk温・塩分量飾をTS図とし
，南砧海の平均的な海洋構這とはかなう異なて図3に示し仁。図中の数隊1苫素さ（徹）であ
ったラ毎況を示すこ之が明きらかにな・っ↑ミ。特る。昭和基地沖の）ト温穆；1い極大層がゼ｝トぞ
に，直f杢28k肌，；原さ4σσ0徹におよ∫～ぐイ氏気　れ95仇一1．7℃，280仰t＋14°Cでi6～るのに，寸
圧’性の渦の柱が観測さ申，闇1“を集め†て。南し，氷湘跡付近の各真は極ll・温度が嵩くま↑ミ
緯70°西経5宴から南稗649西経10i実にかけ　その；Xさが浅いこと，極大温度ポ低いこヒ，
ての観測断面を垣度・齢量について見たぶに極大層以茂の勧量が嵩いことなどK
のが図1である。南う1く洋の夏の氷戊或ラ中のフ1く温　斗奇徴である。
銘直》布の平均的な姿は，フ1（深50～1σ0仇に　　このこヒは，水遍極大層とフk温極，卜屠ヒの
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図1．　ラk湖跡イ寸近に現われ†て糠テ拓ラ兄　（Gordon，A．L．　lq78よう）
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　図2．　ウェ・ソデ）レうk湖の位置ヒ形状（lq73～77）ヒそ〔M寸近を
　　　通つた‘ふじ’の航路および観測実．⑧印は回1の1く柱の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2　　　位置．
測臭とくに図臭の兜度差力ぐハト才いこと狛hか5（扇1魔度差
1δ△喪て得ら軒て）．フ1（温極大・極・1・の温度そのものを眺め
たのが図5である。図臭では極小が6qm＋o．5℃，極大が
134仇＋1、4°Cヒマイナスのフ1く温を示才ない特異’1生「をもつ。
？1（温オ亟大のラ量度は，この禎｝域の1q60年代の｛直に較ぺて74，
75年の値が芳干低｛・のが目五つ。　　悟0．．“．5
60斗代には衛星情報がなかった
の一て二　うkヲ胡力ぐ～∩っ↑て4、とSう4、不日月1
了“ある。78年以後は氷ヲ胡の見られ
ない年ポ続いている。
　着寸ミ氷ラ胡がて匂き，4～5か月後の
ラ色うkナ或後退後の油ラ兄に輯が王見わ
れ†てことに因果肉係があるの4・ど
う葡、1書走6・でない。うkヲ胡4ぐ5二年続
けて現われ，その勧5」幌われ
「（し、なし、こvrt元説日Pl】6ミPつし、てし、『亀「
い。昨年10咋1月にソ連の6恥1（冊5
COMOBが）4｝ハ1（域に入う，このラゐ域
に近すいて惹！刮を行なッている。
し2トし長期にわ†てる袖の観ラ911（ハ
蓄積が1司髄爪解決に不可欠で承る
4・ら，’しら寸亡，の舟元藷｝了・はこの渚｝丁或’
をEl本隊の寺イ蕎綻囲として調査し
続けることが望ヨれる。陥和基鍵
了“受｛言し↑てNOAA†青蔀iと合寸）tとて，
この涌域のラ奇〕1（が気候や洛況に1憲
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癌氷ヒ砲洋り相互イ乍用kよる熱的棉⑭カ
矯判　　鼓（吉朱κ砿）
【はじめk】
極癬於け欲如嫡の熱娩口桝の
気候尽が晦洋の熱塩大循擢tえλらよで・極
めて重薯イわゐ、この熱友複り過権は．商ラk
撚如餅の囹碑熱効果紗・勧に
榔細拳て撫イ娩である．
　：二τは．鵜遠τ1慰とぽ簡単九毛デ）レ
包夙いて．洛うk℃汲永、東xτもつ㊨ルキの相重
轟用kよ3象遅枝ヒク・・て塙ずる、
【熱的獅ヵ】
　牝元極矯り塙徹は。Φ奄奄ガ5の趣項身λv．
当うkトよ，て蛮必オ3．◎大庄δ3の殺十丸
入ドより．表亀ト秘塩冷んぶ勢瓜せ1kて皇足
碗庵毛していゐ，◎大｛島洋㊨5の麹L鼠1κ塩タ
の糸雑ぶあ3こxイある．
　：拠ち9省徽毛兎慮1て．化楡毎司㎞k寸
ζ蔑誌蕊竺輌皇環鷲纂‘誌
ト袈化し．免れk▽毛島って．痘萄熱縫紅
毛デル福詳内の｛全熱号ぶ田甑的ト璽イb43島
壱澄’1bδ＝ピぶわゐ’っ雀（凹1）．以像．＝の
妻郁L塾爾鞠いチぶ＝払七す3．
　・の壷輸1冨勧ぱ塩あ1⇒る専蔓ち鯨乃ぶ
口輪ハの鋤硫入1・よ‘）．下胆Vあ枠
め沽～．固柚的ト不壷足じお3・じトよ3も
ので．文のようねプbゼスτ乍ピる．
　簡坤の食めド．上下2壕ε、老えゐ．∂ず．
上飛・硝‥塩右ゴ・鵠は樵1・加
ものじ43（即A）、肉問鮮つkつれ」・
層0，表鋤鞠・うkの晦吻果の勧に汲来
イしし（A→b）専超ね蔵鳶重する．－6．下扇
献品詳刷のも遍も塩の痢X→＜1ば・）．盆
良加堀わ（A→め．情の違友舳’毛部
え5も．上尾よ1）L害孟が穐くカ．て，ま伎
不セ定ユ起u．上下層4ド浪楡づ3．久の伎
は．塩冷戎魔・し．楡翁のうkL有くも’）．集“
姦Φ吟玄Pトよ1）。拳k不要主宜凧儀じちゐ、
・のば雀は4シ体の檀鬼拓kX富で下倉），
毫萄ト氷☆’只鞠ぷ抽3喜で軌く．
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田1　上㊨5．全鮎是、毛⑥聾縫．毛ザ
　　　ル内の不専良一の指数　の巧問釦O
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薗2
SAしINITY
熱旬緬のT－s釦bの椥四
上AはA→⑱づc→A
下尾はAデセ’→c→A
じ妻イ6寸3．
【熟的鞠のハ・う，一ウ編1せ】　　　　　　【脆愉】
・噛的融ぷ句わ布ハ・うメータk嫡噛ラ⑭枇イ酬は・嫡パうソー’
ピの徹依愉3加蝋鰺紬に3・欠（鮎w塩ら樋），楠パうメづ（纈踊
天毛デ1レのキ㊨ち、この塑皇ド岸盾的w更わ塩状飽↓糎．右）K穴きく夜府す3・1虐携
徹鱒4諏・）劇た．2・知毛デル1・よりτ極咳のシ㍉レション飾ちうトはべ
竃財直★荻Lτ　行10っち，　　　　　　　　　　　れタのパクメー，ε」『万、）正伺｝ヒポめ3汰阜
毛れは．卵k鱈泊k．齢由・t痴の嚇3．
勲屯嚇でい紬時楓ぺ養良堪細
勤U崎べて塩徹トよるψの吋友昧，
牙セ域角之す3いうイは灼繍済冒「ね
う．姉L擁ね・　　　　　　　　　　　　　　　。ea，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Flux　　　ぽ．乎裂
　　　　・・il隠1
で窃3，こ：で．r、s口墨1kv堪偏、AH．A竃
捻永キ．鳥w紗直砿榔ホ数　ρは恵良・であ3．
熱ト！齢る也岡耕は．1剰⇒の琉で．
一 定の熱樋毛与ぶ老面で睦Φ盆盧戚
じて2臼階の熱痢」還二Σ与Lる．r｝もあ痴疲
《b永i匿バーユ゜じ以．下のところヒrな氷があ3L
の嗜U幽時τ一2°い口の拓・も〉
ン4。k寸3．由4ト蘭1てぱ・闇りξ？て塩タ
但・と薗足し弓ま面τは覆末丸入ヒ相当肯つ負
の塩白痢z号毛国3の2L斗あの葡4イ与え3，
　二の毛ギ1レで，4イ阜ち・・3い3妻ノヒ己せ1
敷修棄恥紬。㈱果・の研1・嚇1・
Q欠をく倫けて粟の3つの餌が戚泊ノオ3＝じ
バわ㊨．十、礼∩3つ博、（∫）庄悌陥．◎栃動
餅、①→）圏量負非麟隔　τ肋3．爾b却でり
熊娃．恒叙動の塩拓紬時化鵠乍晴．
礼∧κわの酔が班わ413牟イうτ喜〉め乍礼の
棚4であ3，：紀の4碍の㌧拘のまイしゼ
鼎は3修麓｝ト釦しう3二㌧ぽあ㊨3・この3
つの鼎の朝娩は．紘勧糸故仁羊。て袈4コ4
3．こニヒ年【乍東蕨τは．舷醐塩ビ
B∀αh山c。x（1？7ユ）ドと3り頑☆t宿杁い艮
ボ宙良τ誠塩4の鯉瞬敗同3吃ほ
励句㊨朴定轍じお．
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熱歳号一塩ゐ細ヒの弛粕喧閲且でり
3つφ簡の4神．
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1－5
南極海の海芽澗⑳閣腹
福岡　二郡批プ（水潅）・楠弦（＝・三宅　秀馴比大水拗
1、こめ斑究は南極海レミ功られる鍾々⑳スケ3　ここでぱ太平浮海威での分刷1フし、て説
　　1レ竜持っ渦ピっいて杉の状態郁月らかK胡すろ。Z図1（は二め塩滅での力孝的商低図
し伽〉いう・バ競励飯で秘・臓媒し乞　融
ぱ硫の研瀦の仕事揚照し．南極海での　　　　　　　　　　55
酒の賭徴的古スケー1レの存在していスニ〉セ
Zした。又こ⑳スヶノルは巡⑳》毎域、例えばユ図
北太宰弄や比大西誹に許られろ中蝦模渦じそ　姥的喜1イ姻　　　。＼
勿縷髪っ数犬さ老示でカので存いニヒをi報監　（loo－1〔籾dわ）
しち本卸麟資料セ・ター副南綱L
海域のアノク1玄入4したので，そφノ抑（の
鰍聯雛Zし、今励調査の錫’喉し衣　こ粧鱈と体階”W抱梅滅が吻
い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っピも三ジ才ボラ」ンシゼ［レカベ低レ、。　ここでラrし
2．海瀦料セ・ター‘・↓疎黍塩の値屯β、く噸緋壊。壬輪値鯛めわ示したが乙
んでいる賓料の入才玄老束レた．その結果
ぢo・禽より南でlq32毎∩らlqワ特迄わ賓
料が得弓れた。総計感62ワ点K及ヌr∴
れは海彩資料が少い為κ止尤吉え茸〉・．
　三のイ重丘部⑳場祈ぱ又イ窒勇域ピもノ致イろ
。杉φ他loo〃t笈び200〃⑳栄峯塩め㈱ピ
を升乙ヒ　太平洋鍼でレまζだβからぬの
闇その観測ヵ吻く　これ氏対しイ〉ド洋及び亮圧部玄楡す160°W劣いめ海弄擬玄調べ7
価端威祁ぴ・・ら7鋤閣の翻⇒旅．こ・で・綱鱗熟て丁一瀬で系して
いニゾカ＼剤z．　　　　　　　　　　　　　あるが　鞍K揚象ぬはっぎリTz富゜βヒ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60・∬の闇の逐料ヵ溺ゲイある．。
資料め分布鍼劇図に示しておいセ。こ者哲出す4ピそ∧耀震φ高い祈ヒカー致セイる
　　　 　　　　　　　　　　　　　　。文三で但圧部レ〈相当ずZノ庭〃レV劣いピ）ジ〉
：E
二3図丁／β図
T
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・勿諭二邪は昇K
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よz髪を彪え拍ナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1れば危ら古いねてし
　　　　／図　観測点の分妬　　　　　　　φ＼しlq32昇杉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lqじ4昇も1ωOw
　こうした資料を南極をヒリ左く全海域で解の所1白k謁拭高く　齢1材吐い。オニでこう
縮鋤纏れい．し刷肯輌本算レ鋤レ儲微白牧麟椎櫛K擁す写確炉
ろ熊。海域禰徴酌顧料が細油たの　聯鋤繊での俄磁1繊姥めZよ
でそれKついマ毅皆すz．　　　　　　　うな．解祈結菓を僻たいヒ拷そでいス。
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ll－1
マイクロ彼と雪氷の相互作用K関する基礎的研究
　　　　　　　…曇、戊合　フ（且力：　　オ公本　　　正，
　　　　　　　藤野4ロ欠．　i若ラi員　ヨL官ト
7．　まえノカv’き
電ラ皮を使・循氷の厚さ，栩鳩，氷広
や綱の内聯凱性調〔ようとする場合
｛更昏1了る電ラ皮ヒ雪ラktの才目互イ羊、利、く関する〃累
い三（os音】（を・！し〕萎Lヒ寸ること1まレ、う3ぐ’｛膓ない。
彫皮碩射粗生を庇潮し之厚さか・教細、ら数
イ米K及ぷ彩限氷1細厚さを須惟寸旅め
。R。41θe・λ・SOUηd畑・傷合1・彫臓の少な
b、フ皮長帯（30ト1Hz～300　MHz）　の電ラ皮φ、’選1ま’
胸．しかし、動［手が’彫皮纐笑4けかr甥
を穿1用し《その敬4し6負覆2、ら厚5のうすい考三
鱈の厚さパ紬オ脳纏をラ‖1是しよ牡
拍場合Kは趨彼が’R・・sly・て“励と輪・
で・あるとを間わす‘徽4し1加果の夫きいマイつ日
鈴木勝裕（戊ヒ％道工業ぱ）
（北大低ラ岳科考1石｛†乳所）
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C　、0～12
C　　’
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F、g．1　Layer　structure　of　the　snowpack　m　Kitamoshlri　experimentaI
　　forest　of　Hokkaido　University（at　the　end　of　Mard1」981）
フ皮がイまフわ申」る4種雪孝立，チの徽4し6負］蒙から4責暫　雪幅Lc領をラ賓しZ両但‘いく平4了て㌻毘さカVタセ面K
全イ本の4目当水量を求’める右め1くは，電：皮は少遂するヒ゜ツトを堀iリ，そのなか1く遂倍ヒ受信の
くL循～雪の底まで’到達する・込要が’あ力。そこ　ホーンを伺い令ぜ之同じi窃さ（Ht二Hのド設
で刻クロ彼嚇確翻で‘形威髪の齢や、置ら伝徽・顧L繍’ぽ纏3抽透
瀦防媒鰹，珍結合状態，含水率Kよ趣齢をヲ服しr・・ます‘鎚儲一ンを，
る電破の徹乱の齢・内ヒ・・蜘るぽ袖ゐ．H・＝H，＝肪・傾の撫1（設置しf・ヒさ融は
われわ｝トは，’06Hzと30行H2のマイクロ彼氷板を含むザラメ層を水午K進むこヒ1くなる．
を自然，’績暫1くあて，・種暫の層橘遁しぐ含水量が’笥21図才斤4泉flく希すご’ヒ〈30（rHzの戊電多皮は乏債
電彼の透過度，散4し1く及ぼす様税を観フ則しrく吻の幅L洲10c㎝短かくなる毎K2へ3dBの
のて弓の結果を報拍る。
2．績透『層1ζようマイク0ラ皮の揚（’㊧～
　’　g　曾　／　年　3　月　千　旬　ノ　↓ヒ海遁＿↓ヒ冴≡iチ里にあ
るづしナ、秀i習榊旨内で‘lo〔rH2ヒ30（≒H之の電Z良を
イ鯛し色然瀦砺1誌蝿《皮嘘過霞（持
は減象）を須恨し斥。
刷図は代輸鰯鋤麟鞄蜜頂，寂
チ径の麦直分仰をホす．図のごヒく4雀虜絢ざ
4｛］14よc倣之’‘あった。衣雇vさ’ζc鍬イ立φ新考
之，1あったφVをの下40Cγルイ立は孝立径ノ（！れよ倣効」
のご’らめ層て“な小K2層の尾し・氷板が層あった。
縛啄の鋤ド近・渇1さけさ“ろめ層く“牌眺
］肖［径05伽丁∪火千のよくし3った“し2い戸雪”層で’あった。
2－1．　績啄層水乎才旬め膓蔵蒙
　・竃プ皮力、“水乎1くラ績雪層を通過寸ろ乞さどのよ
う1く三同’蒙寸るかを言固ぺる衣め菊2図のよう1く
劇台で纏州、さくな・rく．し飢，才纈3
K紺よう剛晒H。の彫まK《寸してはLの短
4」召と》」多ミ裏kの関て系1ま’着～的rぞ’‘なく　膓のフ皮」〔1く
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Fig．2　The　experimental　results　of　horizonta｜propagation　of　mic「owave
　　【hrough　the　sno、vpack．
了寸しては層間緒合をLつ多重イ云搬の影響dv’予
《望、さレh」る。　ホーンが‘Hむ＝Hヒニ8よ乙r夙の高さて“は
電ラ皮はしまリ雪のなかを71く平1くイゑ搬するこヒ
1・なる．し・場含は第2図・w線21・元1すご‘’
とく30臼H2の電Z岐の才父蒙はほとんと“1観須llさ才し
なψ・。衣．し机lo飾の翻は才徽41錦
fご・ヒくZ声（考乏2｝∀：《きくラ則定系傑…て’あっrく。
2－2．・↑蓑セr層の・垂直方詫nのフ1菱4麦
か図醐貌に路劇送盈鮪寸rン
を電ラ皮4蝦棲雪ノ2を垂直ド通遥Lで‘きるよう上．千
1く毅置して，恥厚訂（減をれて轍・
誠緩をフ則定したLのて”ある．　↓こて’Lラ皮」良の
短》130弛の乾皮は厚細誠少セ扶K“一
様Kラ臓州・以な・ていくオ・“晒H・の轍
1くタ寸しては…獄裏灯’様ぐなく2っのヒ’一クづ、“
あらわ片し之し）iら◎　2つの撒覧牙｝面1くわ’、ケる塙1ジ皮
の数椥ぐ考えら胸。
3．　融雪香にキゴ1†るラ誓L雪㊨、ろ　の44つ『都〔4し
栖の厚さま抽相撚量を須‘1匠すはめ
6》差礎賓‡斗の’つ』：しrZ融負］｝しつつあ痴雪4、
らの彩肋後る徽煽鍍の時間的変1ヒを〃82
昇ξ目4－’3日，大穆〒山1～旭豆ミの麓（ホ鰍護忌ト9
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　　Fig、3　The　experimental　results　of　ve☆ical　propagation　of　microwave
　　　　　through　the　snowpack・
’000つπ）之“ラ則r竃Lし　fく。　散4「しぢ教霞のラ貝1定1さL　’0
価で1封づスタ妨ント姻・・てcw勧
を，30刷・・轍1く了れZl紬ロメー但ウ斗
綿いて1kHz細多鶴彫繊霞を劉定しk，
ネ貨｛りし右信号はA／D衰換番を通し「Zよ分垣チK
マメフロコンヒ・エータ1く速り畜己蘇し衣．送麦信
ホづは緒雪伽・ら約60c仇の｛局さK下限
綱完しち鯖・鱗地、競冷水率，
髪し温のラ貝、1定も1司時1くヲ（r施し、　転イ至ll式函〕量壱1を
　 　4貿緬から細徹のラ隠詩受置し，
　　　　緬か礪魏遠遺し2ラ軒す福曳
?????
O句
‥ΦO
”パ
←
‥ω
水の日寺間白勺璽イヒL多則定した。　弓『1負1ま全
層ざ・らめて1‘あり雪ラ鋤昼夜を通じてo°
cて”あ。f＜．含水率は雪面からの膓累さ
によ。て異なりまは猛の裳動によ・
て亀しく変イヒしr＜●　第4図1＜5貝　8　日
20日430分よリ5月’1日8時304｝
まて”の4数才「徽4し6禽フ質の　日唆イヒをヨr，す。
「oq｝イzと30（iHzの散舌し強～籟はと｛フ
1＜241痔間を周填‖ヒしZ唆イヒし之レ）ゐ
綱膓皮の強復の山や谷1さ互1＜逆相関の
イピ負怠1をホしている●　lo斥Hzの二旨矢古L6亀
量は日申1＜欠きな才頂動を示しノ日》｛ヒ後
1ま板動↓ない。30白H・で’は日中，夜
離1・振勧価パ昨・酬tさま豆小
く畷後1姥くな，ている．第4図の
千の図は，気温ヒ緬6・ら5・仇，2ζ・筑
4ξrc勿の矯さで〉の倉水》季の時間色9璽イヒ
を示しZいる。
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みす㍉諺∫れバし才把轟与㌦P月・薄櫛変イし
藤司授1］ぐ劇文鍾巴疏ス湧め
1）、5じめ，二　　　　　　　　　　　　　⊇⊃冴ずほ多地の蕎雪・・P日
向極焔：窃課兇域乱橡へ輸迂二乏才し3物　図力・・：貝幌鰺畢行す・この緒妥ぱ3
哲の｛巳沖ヒし2ば、傷方弛滅ダ多くヂ・〃風イし月’二じれガの〃月工句言？の聞？ぱP巾砧4
細紅駒笥ビ少口・、こと、裕芽都1こ編在し乏・、～よ伽閉ピ万ノっ？文動ダ小コ〈、ノタクク勇切⊇
乙叱れ②掛シ？、亨乞④・えu・）・レ月〉、〃司下旬沃褒誓期矧に、川鰍戸
たがっ2、1毎ら任療灼賓を除1丁・コ三南糎・」涙＆3と犬うz下がろと・）ラ明瞬亘季影宴動かθ
ヱピ隣下し2く3物衝のロヒんい9．表拒羅多二とをイし2いZ・pHノ釦畷Z・1・ゴ之ロ
輪迂列し㍗仁♂・いλ．乞すばψ・ち火。？。ろの○ノ秤旬2長暖細後の哨期
止、砂漠、畑池、君跡．ユ蕩、航望鰻毎と吃に相当すZ・pH昴節後σ）イ直［3・ア多いダζ；え
舷れ恒吻紘敬物覧・酔欲髪（げ酸ガヌと牙檎レ妹・すσρち声ζ勉山た
、・フグラウンド・ぽ醐衝揚一・％㌍・一∨畑イ輌④㍗・W夢瑳歩パ？州
ρ皇当で〃ら．　　　　　　　　　　　　楕ガ，）・コ∠τ三’㌃坑射5．磯．ぷ参い淳碓庄殉
南椥鶴’ヤ・冷さ」し乏〃ほざで告噸㌶入し仁け誕・す6．
苗起舜くノつ帽修、・拳つ5．楊しト固蕪舵5・が
多⇒川・翻・ため翻・・謬蝿・kのパ3）・＼レ与蜘嚇7の川
i5支え口、。火ム癒出物の・ヤ1こ乃・、万ソニ物オ　　）司∂ぱ、ハし’多づピおワ5〃φ．の薪弓？幼
、メ痴穆湖哲σげツ峯醇㌧物ロレ・ぱ蒼㌢勧襯田緒罪の：弓、膚楕造、pHヒε’ジがそ
部醐く。，川破わ多最パ能｝㌢の泊澗批勘7・、コアアパを子す・層趨鋤担
修いえ乞社坑嘱圏σレ？幻品’含・三、顔肋　纏’の根跡行す火赦碗1⑭胞ペ
ルら礼る薩修㌘有プこぢピ♪老叉1二入W3も㌢⊂永ゴ・／〃～誌c〃し※・基ζ〃、潔・ノ／o∠〃ご柔：こ
カろう，　　　　　　　　　　　　　　　矛プリ・㌢勉のプ）2フ9イルLの釘后から・老
　南揚、2＜雇’、・川ぱ・のEダ・火此鋤肪W〃！／●・夏・長姥鉋、／タ☆／9ノ・
や人闇θメます，ち・膓静ぴ「松ゴ♪㌧D物修④ズ㌘夏の終わリ．｝司夏♂揚％鯉乙功蕨ゴれ仁火の
掠嚇昧赫碗胸ノ2・解’二才．軌葛ゑあ3・ヒダ吻グ6・一乞・p樋・♂畷
多ば方リか、ニラし仁物ぞ。・素・そ傷齢迭遁彩乏薦軽ヒタク㊧／／oz椛深2小ゴ∠Uっ2’3炉
極ろトレーサ㍗砺5。　　　　　、二うほ南9、層嬉造と5’807恒フ⇔イ㌧
　こ　こ　マσ、ノタ77ター∂月ガ・’〉ノタク∬ゑ　／戸1苔マ・　セ　ガ∠　・ノタ2！／シe）レノタPo／宮’の夏・　し　ガ診景
あ埠命∂・す、纏竺マ瀞訂しド・）フトの吃蟹か賜ρ励碕敵灯后し2“3・す9
われピ／蹄力・懐楓’・レづ惣轍助、♂ず｝謬鋤ドリ・ト・・州値穆皆
取しヒ始駝・。卜ρら、虜サ、フ・ル銅、司妾此｝司川鯛ρ一＼レ壌弗の重にフ・浸
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ポーリンゲ’によりえ六コアにお1すろ〈㌢80〃〉　」手均値を姦昧し2いろ（刀守尺ε一ノ3つア’てあ’け
変動から昆候変勧の楕扱tラみ八めの方宕を、方8℃文動パターンも良く一孜才ろ：ピが旅
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lV－1
南極ラK床のフィ・レンがラK化する淑度にク・・マ
榎未浩之，ラ耕淳．中尾正義，東晃（メ乙大　工）
　　）K床米の空気含有量は、そのラKが績雪か　の績・蓼の推4責速、斑や温度によつて変わるこ∠
瑚人に変。たZきのぎ度（ラκ4L殻度）ど、そが予週される．すなわプラK化窪幻むK床の
の時点、その場所で4）気圧によってタヒ定され・流多或の場玩「の閲故て”あリ、嵩度に4ζ存すると
る．4なわプ績馴活紗Kイ乙して行。マ内考えられる。
抑の気老がすべて貌立し表面∠の連縦断た　この研究では1稲鋼ずほ高原の3個所でボ
れたビき含ま力、・た空気の質釣W存され一ノングされた氷試料の氾気舗丑測定系繰
るのである．そこで、ラKイL窪度．がわか・ていピ、それらの試料氷の氷化した場所〈島度）
る易4≧・、あるラ｝人了式稗4）空気含有量・乞測定すわL　を＞1（床のラ充動速度と推績蓮L度かぢ推定した紹
ば、その氷が形成さγした時乙楊所の気フ王を推果左用いマそれぞκの米含式料につ・、マの氷化
定できる。気圧と島度の鯛係は今問題にサる　蜜度を束め、ハ1く化｛畏度ど島皮の閲係を調べた。
鋪く」床の耳」イベ経度り間に麦って・・ない∠する∠、　いま洋」イ立質量の水イ本試料をピると、その体
これはその〕lkが形成され衣蕎皮の推定が出来績は、
㌶㌶㌘《㌶㌶醤τ『驚：　☆・舌…　　ω
によ。之その米の形戚された時〆ぺ捌く床ので与えられる．ここぞθは試糾の裏度、）乙’d
拓度を推定するこ乙が出来、米床の拡大、縮純氷の侭皮、45は含肩空気．の・体績である。こ
少に閲する庸板を得るこ∠が忠来る。
　ラ1く化蜜度ld、績曹に含まタtていた気忽が、
すべて孤立し表面との」皇絡を』町たれた乙きの
易C体の見掛けの銀皮∠定義さκる。このラκ、化
4）ラKカ∀司くイ乙しイc｝考ご数、て，’試〆2をラKイ払痕フ迄、、　そく7）
どきの含ラ有空気イ耕責を∠～cとしマ、
　　　⊥．⊥＋α扮　　　　‘ユ）
　　　鳥　　γ二
雲度はグリーンランド米床一菊極米床など’でが戚立し、”！3と仏の間には）欠り脇係が威立す
ボーリングされた試料の頭微鏡規寮によフて　る，
蜘され、8・・－8午。k・・π34呈度である∠　　α、．疏・α、　・、
されマいる。この値はまた氷、床氷の蜜皮の梁　　　　　　　　久ち
さプロファイ’レの上で顕著な折れ曲リを示す但し、厚は剰定時の気泡圧、鹿はラk化の場所
点ビも一孜して、・る。氷化密度の値は氷床上　の気圧、ぢ、孟は夫マ測定時、）K化時の温皮
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（図／）
みずほ差鱗也でのボーリンフ”
コアKよる、　衷度、空二夕L
含有畳、気三乞圧を示づ．
LOAD　PREsSUREは、功プフま
基也における套度の穎算
・値に夫気左を加え7⇒の
で’おる。の乙⑤にr、同じ
∫采さマ“ある力寸（Dはlq72年
⑤は／97チ茸に採鬼±れた
試糾である，
プある。以上の3っのKから．
　　　　　8・（　　　万・為亡残亡、）。、ひ／・）
が得られる。このKのぬは工確にばラK化地・点
の温度における絶米の蜜度で’ある。コアー氷
の蛮度測定、含有空気圧測定によ。てゑ4、
がわかリ、また女欲。れて・・るので、たと亡。
がわかれば、64）式によウマ々が才十算できる。
　ここで用いられた氷・試料は．みずほ基プ也の
ボーリンゲ・コアーでも約／oo勿まて“で、こ
こプ’の堆4責遮皮は平均ク0斥θ・勿’之て“ある。’
カ、この流城での充動速度はまだ正確な剰定
働＼・ないので／・夙・sイ又は2ρ〃z・ゴ’ど仮定レ
て、コアー4）採取ミ察さと到ぐイヒ4也克の｛葛度を1だ
わた。この嵩度値に対しマ気圧と気温つ嵩度
低滅串を使。マ私亡、をボめ、図1に示した
忽、α、のデ㌧夕を＼れマ、（4）式から／～欲わ
た。θとラKイ乙也壱、の島度との1瑠係芭矛・した⇔
が図之である。この図の黒如ま流垂し／・拓ぺ
白ヌ1し’d匿］じ’〈202花・6ピ「’こ撒寸応し一ζ、、るQ高度
2又5’o勿付近ゼ白疋に並んでいる点、は升ず’ほの
コフーから得られた毛ので、丈イ本下の方が膓采
さの浅い旦に上の方ポ深・・点」〈対応して、・る。
畜｝度／600勿イ寸近．のルイ23！≠也、互およ「〆ソ200玩
付近のぶ48地ぷ、のデー9を）＼］吐ると、図Z
のように来ノ乙客皮は姦）度一ど共rニナ曽カロする4頃向
芭示す。
　1司じブKイヒ．島度力、ら朱マ・、るラKの〉則定イ直から
求’めた／2カ・ご図2Lに示ずよう’こフ（きな㊨差をラ了r、
午理由はまだ不明であるが、測定試柑の丈き
さかご小さい場合に入ってくる，農面血くの気ハ乞
の散逸の影響、充遠の抱乏値が’」・さすぎるこ
どなで・が考え9れる。前老の影響にっいては、
まだ’広い範囲の測走が富、・が、拭糾体績の滅
少にイ手、、蜜度が大きく戯る傾向がま）る（図3）。
後者にっいマは、みずほ碁地り流動鹸につ
、・てぱ近いうちにご「図Rによる剰定値が4暑弓
れる見込みで図又に頃変更が’カロえぢれよう。
溜が’嵩度なピ1こよクマ蛮らない乙しマ為、必の
イ直かう絹巳算した〆2の値はほぼC84　となる。
　　　　■????????
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????一・．????　　／
　　／
　　　　・
⇔⇔
??．
　　　　　　　／
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戸
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　　　口D　　幽　　口姶　■㊤　　■o　劉■o　頷oo　鋤
　　　　H日6HT《m）
（図ユ）
みず’ほ基地流、域における、
うκイLプるi蟹度乙護）戊質の聞イ系を示一7。
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8●5
●
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（図3）
試糾の体債ど塞度の剰定値の変イLを
示プ。了式糾イ本績ψ）滅少∫ミ4芋い衷度が’
大さく出、る碩向が老）る。
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司く赤の核蓼寝雇変靭・つ・）マ
前野紀一・石田兇・函灯寛’海光沼考官予（筑犬低福研）
　　降り抱E雪ヵ汲期間の「加固瀦
嬢漂元㌻霞嘉亮｝護響㌶
初期働責顧度、寸なわち氷赤素面の膓度は
重亜な老啄協キっ。みずほ基地の顧短⑳課
さ・分布（図1）1ミおいて、．表面迎傍の犬き
な項勧は曽の歩勧唆］邑程の時間動ヒ1てよ6ヒ
芳乞られろザ，それば潔ざ、すな・bち万顧
のX色4了ヒしも1てノ1＼さくなっていろ。　しかし、
蜘一網誠少可aの鯛駅，杉llえば深
さ・ろo一うtうφしのよう1て依然として犬で《し）蓼層
もあろ。
　願頂変鋤：｝穗試料の唱・や刻鰯呉差1くよる
ものもあろが，㍗くは南琶L芳えられ，そ　　図1
れ1郵也ド便っマ〕旦王の吻の嚇過程ド関す
ろノ｝看報の得られろミヒが期符？れる。・今回は，
DεNSITV k9’m⑨
O
団
－
「
エ
?
ロピロちげソ　　　　　　　ベノぽコ
カゲ）ま基姥の灘励。各点はまの測
叉ま気（／533点、）　であ後（図αeno£NαHW㌧ドヲ7！）
孤賠z2嫌が情ち帰つ噺鰍ろ伽づ了4外ル綱荒諭E．ス▽ト・レ角♀祈ド1撮
撤⑰・・、叫2，悦筑≦18）についてそ備的犬エントロじ゜一痴用い，づ鍋獄分は翁
な刻更ヒ解荊電行刀っ巨。　　　　　　　ジタ1レ・フィ1レターで徐宏し杉。図2はW2α）
　まず畷葭の測更値荒20唖の値ド変換し　の結果であろ。6個のセ9－7のうち才4じ゜ノ
それヒ圧蟹の回、帰式（腰漫♪布竜深さの2沢ク（双長4も、Oc拭）は砺凧瓜レeオひ1，（lq頒）が
式で近似）との差（膓榎蜘）｜ミつ1｝マスペ，みす“）ま1基地のコ了から得丁斗直（45帆））ミ対アも・
　　⑭
O??????
? 〜?
??
1
　
　
　
　
　
　?
心?．??〜、????
」??、
瓢
　O　　　　　OJ　　　　　　O・2　　　　　　0・3　　　　　　0・｛F　　　　　O．　S
　　　　　　　　　まr“u亀んcy
図2　娯霞薩b〃）パワース／Ψ7ト1し盟垣。課ではジ表面ヵ＼ら
　　　，｝、2っwまで　（π200）
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す3ものヒ芳之られう。この
ピークぱ癩ll・2－22・4外、
224～3ヲ4．w〃領域では茎れ
ぞれ4∠砕（礼，4ヨ5臥ヒ荻ゾし
磁の劾馳示し1三．
　このピーフ1舌、・π2ρ。以外
の鈍城でも胡瞭に砲われ移。
し忙がフて，この侵1荻の萄の
垣積雛が約4与疏毎1ミあ多榎
動竜してyほこじは砿力Nであ
ろ。しがし，零の貝棒的汀メ
カニズ∠へは哨碑では力D。
Watanabe，　0．　et　a1．　（1978）
Hem．　Nat1．　Inst．　Polar　l～es・⑨
　SPecial　Issue，　No．10，　25－47s
Maeno，　N．　＆Narita，　H．　（1979）
Antarctic　Rec．，　Noも67，　18－31香
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南極泊瀬氷河流域・2慣機〉ミ。・づ・ン
長尾正敏，　中尾正，義ノ　東　晃　　　（メヒ海蓮大学　 工琴！苔予）
Z／よむ・め（、　　　　　　　　　ここで・、：醍⑳言欄6抽来伽おk床変動毛デ
南楡k床全伽計雑シミェ・づ・ンな・げ誠力・縫は・ラk細香静・“の氷の
今まで・勧くのモデノし‘・よ，てなさ血・担．鮪・・⇔t侃遠面ピパベ’リ・・⇔t
・沙し、・がのモデ・・…抽本岳釧4。モデ砺砿・1・分1恒考⇔・ヒが出来る・
・Lイい・う日的の為に、氷の3荒出機椙磁…　kの変形・・よる流影よ、ラ1蘇舶勧肺
箸の働の流域・・の特ト生の遠・ぼ黒視・、デ・㍑1温齢布・弓畑く景〆野村．・
一 タσ）殆ゴない領域巴タ7象どしな1うオいざな5　夢・し、前回》ンポジウムで’捲表しち争『々《ηモ
な6・．い⑭為、個⑭流域・瀦な，欄デ几・・挿ば、温加因子・‥1さ2パパ
査データ〉鴫効な比較・瑠理であ，色。　ラメづ、緬温彦遠面温度勾配嚇・み
一 オ、一っの流城⑳窃を対1象、払ぢるモデル　苫便、之きヤ箪苗来る。（コ2戚、声部・sど彊富も応力
を考久れ・ま、より精蕊なモデノLかW4…れるだ’5
う。たち《、・の】場合には》託‡或左1司定するこ乞
がづζ、i季z“才～　る　6、5　　、：まし域6“θき間膓と、イヒ才　る　もσ）
ずま和ざ＼短期闇爪シミュいション・“・り・
肩タカ老“な》、。し2）’し、
が高く，タc⑳憂砂弘爪　；ビを息師ザ占めてい、こ×によも．）
又、危面三乱言が氷6、圧力融解温亙’・蓬一．し之い
るがゾ’うヂご’1き面すべり⑳府右が3ヌま3　。
メく殊内温度分布についてぽ　、コラA・王デ
　　　　　　　　　　この制ま勺の為に．岩蟹の　ノし6“定し常モデ㌦しなが’ら乃一ルド・デ’一夕也良
変斬侵食いう隷胸な梼柚ぱ慮・な・…一致鱒・・パ・・“－M4個・・麿
ズよ、・こと・：な3。　　　　　　　　　　　　　面温度と溶面温度勾薗己⑳殖が得；？し3θこの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，易合、温∫覧フ。Dフ？イ’Lをκ号るr叉・要り“ないのてご
之白瀬糊流城。特徴　　　　　簡転計転潅ま⇔・・棚辛る．
　コσ）流域ずは、セの琉払量の大辞分が永鵬可　悠面すべリにフいτは・応面芭ん断応力・
の彬篤をピる。氷朔ΦE大な流量は、セ・、序あ面の荒さ、融水層の厚さが関与・て・・るら
面が・緬下深・毒で・肖・B紅靭、セの曹怖・いづうの襖説ゴが・嚇式吋3昧
で協計樹が起・。て・・るパ・・由相る飾諸説が多，…る・しカ’い姉ら遮
tφ・考ぶね．又、内陪Pのパ㍉蚕高庶合・ス遠酬べり速度Uいポ
・“頭耐ぶが趣・・’…’う宰購猫　　　uドAげ
る。
以上爪点から泊瀬永河流域のシミ。‥と表わすことが・“き3。ここで、τ』1痛面せ
》ヨンにもた．2∫さ、以千令点が専表’される。ん断応力、AIさ蕗面○荒せ向融糟●厚ゴ1こ
の3・欠狂テ㌦を椥、氷河部分の断面形関係・ほ、伯劇⑳約蘭の撒・欄イ紅
　　状を考慮に＼れる。　　　　　　　　ち数ピある。柏乙して‘さ1～ユ・、僧が褐5∧τ
②底耐ぶの機樵をモデ’、’・庖り＼鱈．・・る．A’・ついて’○モの閲数腕データも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　未知であS6・ら、現、在∩乙＝Sすペリ』£ほが
3，モテ㌦　　　　　　　　　遭当・・4るよう渓め3・万・な・・6い内酬5・・
　氷床・変動rま、連続の条件より、　　　　∩融→（爪㌢動弩ザ明8つ・たゴ抜れ’ボA乞壇諭
　　　　豊・』一（鎚・＋旦邑∂父　∂8）　　‘り罐露？芸ミ；1ぼ㌶ぷ塞：τ
遠鵠・とが・・きる．こ・・＼つ（，渉軸飼〈白輸珂流域のシミ・し一主・〉ダ雅じな
蓋薯㌦㍊譲2嘉㍑蒜謬駕：、誌蒜1鐘鶴；鶏装イ三芦亮ご
た申イ正時闇あセリの鞭f』olαMeて“あさ。　　っヒ宰φ3坐夢が払3ピ3う。
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アイスレーブーエコーの数値解揃　五
　　　　　　　　　　　　　　泉達司，　星山　靖雄，　西辻田　（北大　応電研）
　　　　　　　　　　　　　　知田　薮，　前　｛雲爾，　柚　宏　　　（極地研）
⊥」一　　　　　　　殉1幽略値掃5仙ば則・のZl㌧滅∠錯5は，麟よりアイスいク㌧エコー陥の噺之図1の枝・・7nラフイヒし、とM・
の解析力波の検討左行なって来た．今回は主ろ鋪めることにずゐ・
1・，モデル左用いない綱触1・卯Z報告
すろ。
　　　又　こロ占　ノ0〃！）の　品
　工ず，
温乞推定タること色試みろ。
輪の氷1諌面イ鑓の離力唯く，動・近
n状能・z・あリノ
さラに，この温皮・穗デ㌧タ之敲んだ採さに
あ・けゐ値z吻ゐのz1㌦伍定Lた温度4簸・・よ
1閣正拍．ぱ乙㌦探さノ伽にあ1けゐ温度
得5れた波形より課さ！0〃ηω角の雪　と推史オることヵ出来ゐ，
3　モデル　用D’い　　方～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今ま、乙・は，解柏さ行なうにあたリモデルと
　　　　　　雛変イヒ劃油蝕化の力作。乙・・ナ・が、ここで、1鴻・かの倣封る
が・エコーに大きく影響つる。｛従フZ衰面・付近　ごピにより毛デル之用‘，な’）㍗解者タること
カらのエ⊃一かう1ま温紅推定するこ乙力出を劃みゐ。今回仮定したのは史のこ乙鵠ゐ，
来ないパ：吾，聾の変化｛・よ魂響が’」・D緬激は脇・・肪，正）添く塙随い
さくなゐ深さ乙、の温皮とエコーか5推史し，　温度は単調壇加寸る。蜀氷の複素誘電率の実
さ5・こ、紬深さによう温度変化左補正妨部ε己虚吉陀の鰍は次のガ乙逝似硬ゐ。
⊇蕊竺漂瓢獄ε・・3…8・卵・ε・ω
さく起乙踊。ゼご、・の傾きの㊨ろ皿）ε・が56〃・づ袖訪蹴雪の継，批氷
点Z⑨密痩変化の影響オなくなゐ∠づ反定タる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上Z・は氷の状鮭乙1あゐ。η雪の状態Z・1よその
この酷は，拓に梯デづz・1よ2・・昧下中の氷の畜防の複摘電率よ、εこ・5・6・！・㌔
乙吻る。　　　　　　　　　し、乞山こ娃（りれイヤλLた借と括。
・▽一っ周題・煽のは、麺・・は雪’・以上・倣より，毛デル細・・な・’噛粥
口蹴漁か・た・が激煽ピ彗、粧剖勧・ど紬来ろ・・のフ叶4戸ト
ひゐ：とZ・・あゐ，しかし，氷による減衰は課が図2ひあゐ。
き50π1にフき0．3～！．3dβ乙・あリノ200mZ・毛ノ．え　またノ図3の汲獅ノ1・う前述の方法により表
㍑㌫已li撚窒竺酬9鷲警L・解緬な・たの洲ど
こz・は枇蹄措ぱ良いことにし、練ナ　ー14°
ろごとにタる．・姪，レグ柵鱗ぱ。赫か
丸ろ。
1・賠・／・々認＋／・均ぴ・仁机9：㌫鵠1；…
但し，じ／良1エコー，λ：波長，斥1アシテ　よ
州得，碑）：Zの誤の屈僻，・ぱη
館巳s・wぱ・より温舷・5嵩＋鞠るこ
とが出細。しカ・し，rは温度ど臨の関伸
つまリ温度4臭皮左仮史しなけKぱ針算出来な
い，　これεイ反定寸ろこピによリハこの式乙、，
P古か5数値的・謡度謝算出新．Lれ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27
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w＄．1＞mp．序
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　アリント
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ε↓より花mp．ピ
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亡うに，齢垣デ睦作・7紳’・よゐ
エコー波芳多に対L宵析主行なってみたヵ“，表
面イ寸近の樵．に密度1変イ巳の影蓼ハの大きい所ご｛よ
結果が変化の少なP方向へかなりr・淑τしよ
うヰ乏の化の所で・曲なり飢・線綿う
帆ゐことがわかったθ
今回の搬仮定硲なう乙，モテ“ルと用し、
ないz・解析が可能z・あゐことがわかつた。
う後のぱ題どほは，緬激の縦にイ吏
う温彦〔傾度、σ）決定、カシ去ぎd艮めることノイ鮫妻＿
凌えることによリ，より精まな解新色4↑なえ
るよう∫・プ釈ち⇔に，緬勾近確度
麦イヒの影響の大きい剤むの角‡荊精皮±上げゐ
ごとが’あゐ．
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ラ羅刷llの項街的稔討
畿工毒男（北寿遺天宇｛ら違科惇萄呪翫）
　業固鳴lq60所6ぺ後わ6rYα軒｛α賦（ハC合＾P
ぐ伽†門ぐlq　6‘『一り8マM）計sゴ南柱うd
蔦兜（［969キ・2、4∨）ど㍉IOOO、〈εこ）し〕
厚・・）k恥合配麟　（汗蝋k巾これ岐
恥吃ド川呵1全蔓％㌧白隻1・2亡、鄭肖
覧電力10k7にあバび’，これ5斎誘ウf＞午の
皇量1320τ｛こ立㎞ズ寵顧陥毛“ビ，5ARE（乃輪
送雀し力苫X〕し3ヒ，　、
i百JA蒔にヒっz・》為ヒ・’子可紋ヒ巴わト3。米
国ざ±つz㌧て4こ・1お）亨天規隈陥1セオ玉
勇bご行㌃ラ＝ε“困ll£τあり，セoキペ（ハ、｝ζ冴
孤§『、＞1ぎヒんピオ乏孔抗§qtゴ乾、㊤乙い亘．ヒ
ニ号古心，　臓7マ㍉、ギ〉マ～7冴ヨわ～のz可巨竜
碗惑瓶内閤ドリ’レし村L五恥肴，ハλ
・“蝦いトい∩ドηバ恥，輝・ず・
マーワ・λr又σ、三固ヲ」司防〔51qgl・、㍉，
6訟細よ∩平3、・ボいてぷ抱の全紅繭1
肱苦い・袖計邑バ3、こ⑳計も冶九ヒ・
，涛旺1パ“合験“謬、・寸一マ・レドい）・P
い2弍ふわせx礼▲．
　訂邑日碍一ぎ，キps藍▽基兜謹係，1窒材砿入ノ
loσ帆丁亙書へ可t｝t私iトい・yび（r一し》仁・取
i》｝λθo駅枝5亨ゴ（x〕見璃孔1町z“（λド’り1レ（λ試
醜f〒い，オ2口・⇒・・☆咋〕の・嚇
・ q方大、・B合尾砥1‘1ゴの液釘5ttね〕職1｛ε∩蒙司旬、い。　b吾、司往這
（tシフト6鯵引いぴどオOD）ご’行有）叱φ
、η｝．
　ふ・も、論籟ミひ〉，
1．　ヤ　ー＞〉う司爪テ）L．
2、違丈匂，
3．甑駄馳肉（＝？・t了さ1力磐除ε（甚η）
4、’お真（λXT己
片・畝㌃τK円・・噺r、ピー；一㌔キ．（廿一、’レ）
4、ボー∨〉ゼ寸《’rへ杉罵釦寝、≧ミ｛為、
1：ヴτ6し陥．こ切C’lllレW！昏豊U・㌧旬竃1｝　VZ、涼〕．
190k3ピふ〕ゲバ肖賀もか万C乏噂’しwcr・〉の
㌔め3σ・・《追「セにtロk3／k侠碑牲ヤー
デル仁俣㍉かイジ午隻竜・相・Ok3、バ㊦ら
い。　これ’、了、δ4旺一t「（ハ900㈲う〈》午予・δ
ぜ’δAkセ’24ぴ700　w・ウイン午〉百とん£㍉司しい
で㌫り，牢電才へ，ウィシ今，嘗’り1レ、二1ね耳ユ
1¢り、JAR玉』、つ之輪（1…ヒσ～困頁圧、百陥いヒい
え｝Σう巳『％つ玩。さもご，　｝ごり1レ1乙》“之
、享，δAI迷一21ビ∩143　M砲吉ll可～噺～vバが夜の
桟，汲しし吃りくぴ己・叱ド・、∫レO㌔と伴巳、が’
巳硬1司5吉楡がら，喜乞矛し用メオニカ’レドリ1レに
つ・・z、、盲2・・t・で埼いオ∂牛t二直し之ぶり，デ
ニマーう　ド＾り1∨、こ5’Σユ〕泌丁］足円司メカニろ
・レ臼・・噛〔ト・舗派パ…　は・
　こふX’うX賦☆し盲ちえ，」祁玉、：；33σ口OM
3ム合鷹孤酬o）、美旋》可寛H玉稔×可、．
　ら巫・，デ＝マーハ方式い●・（トモ邑つセア
栗繍P。雁こヒト・・は，☆K帝紅え・・
乏こ906M喜τ’じ、9竹～Y8キに砿「副し⊆7
うンペ、亨，し9固～92キ、｝亙xT　jK｛司困メPニカ
し’ト・Xが’1「一、八ド’‘11レへ号之ト］…｛〔陥v，
｜9幻～8｝￥、：向「蒸σパ〉同、二δ：｜），社τη∨艮6、
下私ち，
玉ヨ可．
夢しスラc・の乞ぞ了允し（－1？】惇む
　　　　　Byrd
ド’川レ
　隻｝重　　（kg）　1200
　全＆（m）　26
　コ？匙（m）　6
獅’睡（m／h）12
　入力　（kW）　10
　　　　（V）2300ウィプナ
　重量（t）19
鞠冶（・）6・6
考亀　（t）　8
平ぬ迂（㎞／h）2．7
　坐、カ　　　（kW）　　　75
Dye3　　　French　　　　Proposed
　　　M　　　T
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3．6
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（h）　　766　　1150　　766　　766　　1035　　1052
（h）　0．5　0．15　　0．15　0．25　　0．1　0．25
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V－1
極域ら雲今性賓と形戌
　前画のシ膓ポジう4ピ略．高
乃根測で得ち十亡データをしと
にしz、雪ら特性令／滅と舌こ
百〉、、これ～冴ビoボらTき条件
⑳ヒ寺起ら随検討・β．〉・
プティクf3鴎）ヒし乙c｝肴にケ⑰h』
の風琶用し・芦。今回1τシ’つ゜方
ク乃場を了羊しくラξえ．そ4、ヒ曇
　　　　　和田識『ム内〆パロ慢萬「岩：坂泰信㌣武田喬ヂ
　　　　　　　　せ蕊蛇耐　 鷺管栖犬7κ圏み予
匝遜B嚇地砺冨層浸剤（佃ユ回）sら4号5＋仁臥賦・
鳳遮気う丘L．珂経o）R8・o生キ町目恥竜録をラし古。風鼠図9ハ
、，49軒倒紅頃（△－rの・薗Uし．風画駆’・・，今は、
、O」／～以下・蘭1三工〔㌔『津｝，F三量活廿さ毛か～天体一4ぱCの乃1
9杉歳・エっい之検計する。今回ξ
　　　　　　　　　　ロ：燃霊㌫㌶謡1‡
のaβ炉基地の高乃観漫1］τ得；十
瀦果εネし時耐碗．鼠
向嵐匿・）函呑り丈受颪∀吹いτ
いらヒま1δ、全体的に献陸ぜ強
い、そし之±し蒙風以外σ、風枇吠
くk…ぎ｛穗煎や’弱く蔦，てv、き6
舌下×§臨蘂し9と芝・舌、貢癌ザ大fフ
4‡商且τ獄り，可降フK量寿犬で雷
い。粗汁兎度ぱ氷ヒま十し之IOO％　抄
以亡τ・あらヒマ雲でちらヒ考之
ると，3被颪ぱo災い之い∋と含、
電q層い穗．文べて式扉颪τあ
る。菩㌔気う監も嵩い。こq’う
n・（rtq電・へ中角状篤曲緯‘ざ・
断熱曲線に・丘い工rタイつ゜備回＾
肇奉）が’犬計！sど払き。蜜も便）
い㌦一λ∀’多い。一う一，兀弓夕」阿
～－76へ電‘穗、199。斗7目φ釧こ
しδ｛¶C‘J見ら十丁三〔6．箆亡～†柱ま
ご書咋5］Σqタ～プc｝七r）＜．
寸雇τo並吃庵tこ南偉牢s㌔q
ザるい．こへw合、こq慢外薦
∩中どしδ叫別ザ弱｛蚕τ私3，書
巨工へ夕うブ、壁1二叱べてユら
ヲ　～一一）も　σ、弓Dこ1δ薄い．　1［r　9　　∫　つ゜　5
。室1δ今回。デーラか～、τ翻儂
‘）1葛へ主りし↑≒い。
∋宕⑳値．パか酷仁剛い蓄曝廿お，巨峠どaさo
　　　　　　　可降水竜
　誉域　　　　　祷　驚　　　　　勢　　　管一鞘
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V－2
みず13高戸における雪鳥勘・っいて
　　　　　　佐藻如秀（長岡商専）　η工滞蹄（東大防災研）　⑥銅　寛（北大低漏研）
　　第22渓南縁地域観覆1擁の気元k溜祝覆IIま，　閲工　億Vl42地幻・お帰，1管1㌣1・月
吻ずぱ銚を申心とレ～．静吻気象観到を行　BB　かβノ暗瑠日｛・おサ3　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　気湯・飯一
な。、みず繭かメ娠・戊若一タ．皆乃・炉…55…鋤ピき露璽ω唖
　　　　　　　，タ焼力放鯛性や沫枇爾・勉ぷ・ζご瀾象赫レ～別・永データ‘￥ヌ．集し
気鷲㌫ぞ篇㍗㌘㌶竃％藷∫舗（鵠糠認鷺：3暴㍊
靭φ為度3。卯允　以よの承が弱くなハ、　る5行なう・
臨ねbκ亡i乙Wi孤イゼ凌哩す5ゼぷろラといわ
カ　3　彬痂　（　γ～乎2　地夷：　南薄　ク3°32ノノ8”ノ
ま鋒身・オクノZ／”，高鬼3／〃ク勿），反び　　　　　　難
又3とふ磁め凪上劉，｝叙下刺なピブ，ゾンプ
にょ5あノ層気泉観剤を有なフカ〈ノタタ／卑）．
㌘莞テ；磐‘ぷ∫輌　雛嚢
（の
㌢’
顔”疹
?
　物
一〇、否伽〃じ（b）
惣Σ
（c）
難
??
一〇．さ債』帆
lo
N
　o
krn
争　　　畳鯵　　　鰐禍　　　痴鯵　　　憂タ　　鈴を●
　　　　く勾　　　　ζb》
舎　骨鋒　倒脚　　　　　　呼　培　1rφ　峰呼鴨　鯛婚
　　　　　　（c）
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グリーンラン臼内睦吻㌧内ナ後虜司紗晶⑳暢刻
　　　　植刀故二（疏㈱ξ姻榊蹄片）・雁杵直乙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　茅純州1パ・磁撚細ピ彦り呂鋤w句殖芹厚，’gη8ヤμ掻兵朝阜の勿ヒ・
ケ脚肪列一・ヲγ1蹴端♂モ叫ス万ぴ掴叫ll口い方’い別’酪・薇
溺鷺鵠㌫贈煕し’｝；㌶鷲㍊輪瞬蜘の
　二の綴叫のだ橋に工る踏㊨才，助力うピあ
，ちカ、・，この向，一破参象麹刺，㌢435島の
娩剃，エアロゾルリ修捺ノ稀匂り褒⑨炉箕の
観亀，1ワ次桝力惇菖力しつ，考焔視刺t乃ごな
い，川⇒うゾ臼η～柳・閨わ多く櫛
臭〆得うレ～色。
　Zg札え酵冴’
　解ね角種『胡令く（7タ図A一ヱ）
ユ）角板　　（わ図A一又）
　3）イ剖面烏島　c7ヲ回　A一λ）
　4）柑牧鬼そ佐（73図　　ら一7，宮一L）
カL「w観州亨dいt夙3σ
繊負二．オ締ひ麟ヌンぬ完一ご冨ζ嘉芸貿㌘㌘㌫該し
二比蘇’力⇒秒ば勧嫡ら啄砲埠噺し吻か・㌦解．川・ピ
　　に万叶ハ学編…淘査，　　　　　　　がプマ〉・
　　靖わ特，〃川，　　わ醐弓，ザ肺礼碑捌‘へ六μ
　　　　B埠ム転冷，戸ρ，1～2Z，
　硲怜ど后肱㎜へMひ伽山｛・㎝刷ぴ’
　　κ坪’日ご｛汐d捉ノkOlsみ’工侮｝’
　　　（w雛の桝禰に）
　いて，肇表マ小っいハ仏「’グ励ず・τ司
う巧，脅り辞βの袖靭護εらついτ，
弓。
報鉤勘塾似
　蜴唖‘脇の観卿オ・昂／ケθヤ1ラεβr扮
柵鴎旋レ沸訓嬢｝才，レ・’けイ協・・砧，励嫡ヂ・∋…　ラ⑰一淑℃殉
見㌶為i，ζ難膓鷲㌃内窒の硬ゲ㌘㌫和繭噺紘ぽ遊、ヂ稗
　　　　　　　　　　，舛／仁β朽θ跡剰。ぽ啄垢し4千編・研う四い初醐膓協の厚正権影’7
伽1旬じ路・，枇呵知，イ7抽，弓晶・弓恥・・㌘7，旗・縮・一，
才賭畑哲雄〆？ゴかソ，有の姥タ・乙綱剃看ち沈巖鈴吻跡度φ∫褒い今イ午r・防・イ’と解紅
ピ楓｜酬・ 　　　止i輌う，．噺縄嗣庭し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繧㌻鷺㍑藩晶㌶1：掻訂ζ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　穣研ハ。
り‘諭ヵベ魏匂qれ叱の’才，1今η叶6θzo
日，で400〈≒MT亡，この同6）天旨k一冗ぱ
，一ω゜C，楡弦，視移η逐㎝悟二霧θ汐P之し
島8㌘㌫灯経ノ芸こ㌫鴛蕊
膓二産凋ら錫令ガあ3。仁孔飽多ジ嵩ネル
．・．ゲソ伽パ酬ぜ褒の娠β庚’・才吻
〉クケ0㎝あ‘㌢ガ叶ハー／〆Cセー／ゲζの護朗
．
“遼㌶㍑）㍊㌫ん㌻欝1正
夜鯛∫Z，硝L6・・～7…似の醸ゲあ
グ、漉叫ψ靭栖夜β貢〆23ダo殉マフ∫」
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夕1図　ゲり一ンラン1一つド旅エ己栃叶3
　　　助ま櫛ル・’1ノカイば畦
　　　　（鱈嚇嚇わ御）
オン！回　グソー7ラゾヒ十赤ム厚φけ3
　　　師多鋤聾彬嫁　　　　匿駆綱昴ほの
緬棒晶・げ輌糠．嗣8斗6翻・’グ・づ・琳旅
　　　　　　　　　　　　　　　　／，厳ユ3ケ・鍋ガ…　。イ・・斥上，⇒ワ戸f7り唖38° 4
　　　句て（A）パ4・・釧γ（彦）・・酬qれ脇．
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　　低温《の雪』晶の成長
山下晃（樽教穴），和田誠偽地研），叛野瀦（犬蔽教犬附勘
　　自然循騨c6w〆ごレんんつ・庄経て，
ぴ司・、蘇酸ぴ瑠・引・（⑥／ヲ8坪
⑳θ季気象肖な紋秀犬稔・£ビで‘発｛反し仁。ル
司ちぽ，♂新（い乙ん〆c在仇んん臼君い
て、叱蕗的で6窃員承で，修ゆ功膓い・酩：のエ
1瀦晶硫長5ゼ醸窮断い，違ヂ・：行ニ
ィこ協ロ霧下㌣｛二鳥協陥歳長こてτ・／（ρ誓天販
τα較按訂し仁tの¢あ3、
　　表1，匂然循環型6／猟イ場』ε1』qた褒験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真1－20°cc歳長‘K、穴長8彦の矢△
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’謝精緯島（全長・2、亨・∋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柔してい3．穗み’、この筏w結協’τ、嚇ρ・“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋤｝であん｛筋魂ビ㌦磁速％枇託・よ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3二て陥、～aゆみ千シ酸∩賓斜がら判・rて、
　　（㌫竃㍑撫慧塊当膓㌶師講＃㌶駕難㌶：蟻ζ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ〈Lじ1∫％＞1、－2μ”ぽ下ビ・戸％〈1
　　実験∫悌鋤嬢’翅V，極鋤％昨び功ぽ・醐．嵯滋塙綱欠嚇
つ伝乏実駿㌢灼で4〒・fこ、劫径暖中でえ諺…（一／，・cノの約1桁イ・ごい二乙β』，包～戎s下
陥飯長させ3しとばL司続・∫追彦勧幻’5、〆防象醸にエ・（刃蕎翫れτ・ぱρ’“、叡か象験
の場倫　改～－Zピ〔（プ獅劾いニェ・《’，鞍鍵亙哉複湿房パ3仁ぷ？猛轟
妄三鷺ぽ㌍㍑羅㌶障ξ；羅鷲璽鷲甦バ輌櫛こパ
イ魔釦午晦蹴。ユ。ひ妬融郁　％パい・徹曜理・，蹄駆
rtめ，カ）助の低還♀ご幕㊧再縦て・£3ρ×1　（乙∩楕芭与でL明らがに（乙・・右1峰∂＾あ
蓑多膓躯τ雲の稼5乏で，今りじう，確認して　う、3ヒ核・種菱Qじハ閥係t刻れい乙・μ二
〔、・〆い。　　　　　　　　　　　　　　　　書ρvあ3ρ
　　表生ぼ，〉挙意＾ま蕨、と内ゼ行，ひ鱈fピ
得㍉んKべ表w子窟品に・い乙，ぼ長蓬菖・
成長戸緯品の肴臼℃あ時司（蜴3、
一ガc龍後ご穣姦事3錦簡鳥晶（皇兵D
巧，数ぽケ・〆い〆．こ司珍彦白Hの勉詩
鼻より、内1衝べ義違ほび護・・らヵツ痔徴乏t’あ
3。二⑳緯轟‘，匂ゆ霧下享鹸あ律、倍追幼
4禾∫こ♂3縛zさご巧く得らレc，低薮錫寅
のV型経協σ、1和和こ租当グ3fっζ㌧あ3．
…：賢ξ已竃鶉㍑賞ぶ霊
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　　－40℃以千め轟度で・項長イる咳緯湯づψ態
癖頃　慎多　（4擁タい透工）
　　L」幽二猛・碑で牢か鑓碑頭耽1看鴫杉㍑ぽイ・琳ぷ・渡
・広一♂θ・邸錫働財綱・・れる．イ嚇秘パ・て．例埠顔微鍾・観鼻・悔．
で功☆生水a雪緒品曲温度、過磯ダ¢厚ポ’幽　穿｝図メzし文砿置セ1弔・才・
疋の千イ弓、単経轟ヒ同時〆ラ髭品弁秒☆芝　一④～一ノ40陥め醐第laで・、ヨ小・・づ1貝庇
M・菊姥川〃ぴ〃・・，〃・・いす、綱鳩剤・・隔諺有ゑパ・妹か娃
碑・熟か甑1・一ト拳（・…，〃・○肱吻一…’・認蹄品樋幻
・例）1び，㌔腫燐牽桝鞠・酬・綿1審、粕恥ラ魯噛刈・・解痴癩度
ち‥いrめ、つ・’・“・イ踊τ・禰‘働加れ3・‥舷・・一敬メい癌
榔坤耗績‥・砿川同・欄駈嫡坤け嚇締卿巧倣・・村
別〆r∫・1。鴻水（！943），樋ロ（ノカの，穎地　い阜㎏戊　櫛照的て・あわ　一40～一／4ゾ乙φ垂
ら（〃7’）ス竹（ノ97リラら観弟已あるのサ度覧佃↑廟裏苅3洋砕＆角扱℃角狂め脅噺傾
であ3。｛悟疾　一⊃〃℃小千づ他違τ・殉ら’乞Jt　覆セタz南ピi客ぢ．　二十を竃3どわφ・35う
3賠晶駈撤⇔蹄パ匂1〃・・（止一4・’臼人和荻で必角才躯・渇獅で
・蹴（／醐緬・う（・物，〃…，”別）・）劔⇔凝綱（砲〃綱・・）、伯伽
・ト蜘ホ、一仰一一タ・’のヲ顕燥化鉢μ或締！覆で憤硯⇔癌度綱（－6㌦一〃・・乙ノ
拓3袖⇒蜘継蜥噺酬・・吻叉、琶嚇瀕脅ご一、解〃滴輝覆・改殉
儲品の獅態〆ほゾ1司じ’劫鯵を猪つ4㌢昆クず3㌶髪膨随（一ノ2・～一ノ侮℃ノ倉あ3ジ少わか
拓ぴし・∫パ・独司酬衡坤3聯3一人蛎緋；・象蕨（’9脚・〃・りづ
晶咳の殉形を象瞭的k脅紺・碑をし巨老姐才ネ協っ品叫1ま、癌度のみτ・1害与く，蓮漉獅度
クい．％不萩、耳着1ま、差ル壬的τ・t‡あ3ボ、　・硅品ヴづλス・’にL佑存可34ψ・・わか・イい
一 4ρ℃以千φ彦度イ・・、4魚董ピ同c・8θ諺イ　｝。しかし、グ、私孝瞭t享、糎夷移的疹旋
じまセ日、、z，ヨ（晶セ衡雇ざ地、そっ矛ラ髪⑫網め、違魏牙移放権膓托匹ηいい才、繕輪弘キが
べ匂で殉飯勧各…　　　　　　　　ヌ、一ダじ以千・劫で・獅肉’坤鴻叙
幽＿一仰℃麻千φ凝で氷湯を身星　・角艀1訴暑κ手啄Lポ角獅ス¢のが・ケ∠・
四3縄・拳図呼す，擁融率、ヌ、賜、・・ラ・鴻・拓晶塙・・解
F。獅タκ療嘩毫妾セ入ポ毛メ智し烏）永晶　も観募之れ丘’
脅表樟のヴト副レ1客、豆を町転糟（E）があソ
凌《外｛ウll∠ば、　聾誉に厚・、ノ＼ケ久テ¢ン几／（
図悟1千矛して、、びい）で・あ・》い、クト獅ψ・うの
熱ぷ入⇔κ・ビ．氷輸波糟（幻1舵
1査　ちぷ・享左冤？1頁斥入れ、オめ叶舌・～ド
晶セ洋み。　一仰℃いメ千角猫壕τ・1審、ケ重つエ
㍗ブ，・叫心い・、稜物・縞烏尉・僻
3斗，・・あ▲．准小謀、捌支着睦、牢蚤気宅
2－3岬姥しゑ巧・ゾ’・を、⑭＠紅
嬬榑a・・一城稽ぱ年いナフ理
・氷坂セセヅい、い・魁疏硫已梓総
す3．劉吏嬉度4で・遠智し吹を気叶佐劇亡級
魂セ牢・’締セ陶・玖嚇ほ泳晶
1田約好堺亀千し、泊間埠厨3．
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V－6
奇形雪結晶の生戒（1）
佐藤昇・馳勝弘（北丈・剛
1．ぽじめに　　　　　　　　　　　　　　鍵察玄行うことがごきる。結晶藏干エンベー
　低温澄篇域ごレばしば観測される蚕「彰雪結内1こ3長った絹糸の上で成長ミ「せた。干エンベ
．晶ご｝成長糸舛・成長橡λ揖専は現仕3、とこ5莞一囚♂上下φス・テージにぽりつけた氷板⑳温
▲｛二ぽ解蝋されζいない。今・鶴、／、工的に奇匿玉凌える二とにより、結晶σ咋宏長するi温度
形雪結晶玄生成す夕こと五試サ、成長条仲享　・超飽和1愛条件はオえら赦る。
至求釧ヒ。
2．実験云去
　白動瀞撫威低温蹴鹿冷却装置（Fも8．1）
玉新い試作し烏離室秦蝋ボン㊦鵬
力堅系がスゐ圧加こよ，ζ治曝．へ讃俸蜜…素x
充し、干玉ン∫〉玉治卦する。う夜体屋素∧充
量工制億1rる二こによ．こ、千エンバー丙口
3．喫験鯖果
今回は、－20℃廿ら一40℃§iそのi温度壷囲
内ご喫験玉行。た。鯨された轍的な締晶
玉以下に示す。
　Phoヒo．Alま、－20℃で成長し｛三結晶である
。写真ロス与・一｝レは、200μnごある。（城下
スひ一レ1訓衛：2。O知鯨す．）結晶債中央
上下パ予一・％温敵コント告・レするこ郵薦伸疎融・るば中岱繰主境として左
Lボごきる。この干エンベー玉倒立顕繊の石ろ二軸仇う「偏が果奪つている．完端部θご
ぷテー・ジ1こ・㌃世る二㌧により、績晶必その場1よスクQパレが左石交亙1こ成長しているよ
Fig．1
Photo．　A
蕪難
繋
うにみ」之、≧㊦スク【コー）レ‘導磁一長とともにそ
の尊をx増してい・。た。結晶完端の成長正度
ぱ、紬◎．ほ｝劫聡ごあった．4申びE部方↑のbと
の誌歳よ、：誠紅ば翻主果合ごあ。た心レ
だいに義聴元向W成長ボ」与癌し、厚鱒板．に奪
～丁二。
　Ph痴．　Bは、－23℃～を裁察さ此盲結晶るあ
る。結晶え繊軒cへ硫長速度は、約G．4終％ごあ
?
灘熔
Photo．　C Photo．　D
Phot◎，　B
37
った。結晶の中1じ藩…の両側ごc軸∩牙向が異
なり、史端部がある1程震成長したのちに、そ
（ハ上に娠状の蒲此バご成長しZいっ夜。
　P｝、o勧．Cは、成長の金中ご、　C軸爪天向ボ
哀化する械長至した識此である。！9真ひ下に
し胡した結晶のスケッ干におい之、斜豫φほ
どこしエい諦冷とそ舶勧部余とel弍C
軸爪含向ポ嬰な。之いた。
　醸に、Ph。t過．D⑦結晶は左右でC馳バ異
なる弩鯖晶で、血中w・ら2牙臼に禽廿れズ成
甚し廿めている。
50????????????（?｝???????????????
0栢
??
G
F
D
A
?
」
90（
?????冶?
29F
効 喝
臥。払εQ咋M馴ヒいわれる結晶に主郁θ怜一部パ階般状にひ．てし鳥締晶ザ
詩寵し、品晶の中心線の両側乙C輪ぴラ「向が成長した。
異なっていた。二碗緒晶ぽ、－24℃否成橿し　砥上にしめし1こ誌晶は、天然子もよくみら
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M＞品晶である。
　乞（、也の｛司とし之、夫然、るよくみうれるス　4．まヒめ
ウロー⊃レ状の績晶（Ph。七。。†㍉、伸ザていき這　曳駿結果るしめした早真σ、結晶寸ド生成・成
線状の爺晶軌こ軸ひ弄向とは異奪きつリズム長した温度・週施和穫玉まこめた爪琳西 鬼2
面ボ．そOl上部i：琉長す＆結晶（P』七〇．（ミ）、である。蛍輝は末飽和茎示し、それぞれひ了
角柱訊兜端都にピうミッド面ザけられ訪結晶1レフマペwト麟写蔦已卦態している。ほとん
（P㎞加．H）、角柱状a績晶バ箆齢に成長レ　ごの品晶は、－20℃～－3げGのi温蔑巌寵で末、
之いτヒ結晶（図、o士o．工）零が生成撒赦た。き農勲』大ヒの過飽知ζいう条件φもと乏、庄戒
た、－38°（ン～ごlo、中央部が中由む、そ乳逸囲　・成長しfヒ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛麟
Ph◎to．　E
難
Photo．　G
磯鮒鞍
Photo．1
：癬
　　　　　　　　　　　　難麓難．
謹購纏嚢　　　　　　　　　　　　　　　　孝鵜　　　難　　籔
Ph◎tρF Photo．　H PhotoJ
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V－7
4（言該の峻纏結晶の形にれる影響
高橋忠司・新叫君代・オ入佐衛子・岡田晴美（埼玉犬）
1．はじゐに　　　　　　　　　　　　　　　 である。　こ札に打してフE1ログルシノールを
　南極では大方培彬の単結晶性雪結晶∫ズ外核として成長Lた水晶のた部如ま単結晶であ
に多綻晶性雪結晶や崎形と呼ば枇る種々の形フた。り結晶性水晶の申では角放果合の割合
乏した吻結晶が親窯て枇ている。イ左蹴で4x圧倒的にうく，いわゆる碕形，結晶の劉合ほ
は看効な水晶核o吻く，また更祉付結晶厄観1割に弍満た釦、。
鮫・1しること毛ツないので微Kう萄が存在稿
確率は小こい．旋。て，汐結晶凍結紺囎が3・鵬核。畑㍉影響
．核、ピなっτ，こ枇玉の汐結晶曹結晶●氏長丁　りカオリナイトと正長石の粉’太と級化作問｛こ
ると考⇔剖モウ結晶性励幽肉こ・隠よリ粗粒・中紅細粒の3段階に分け逝径
気が昇」隼して雪が成長弓る乙者しら戒る。こ　による氷晶の形態の違い左調ぺた・カオリナ
のような場合に、ラ人晶核、の・｝生質（餓・結占もイトにっいて名丈〔4杢1弓1］の紅及合肴〕区図Zに《〒’
性粒径など）樋結晶の形態詩むる星響す．
は大．きいと思わ枇る。本史賦では高さ6．∫帆
の丈型イ塗…踊内に氷晶ど成長Lざで二、元k晶核の
権類乙粒経が氷晶のf徳、にエ⇔星湾を調べ
た。
2．氷晶核の漣類の景多響
ろ英・ろ膏・正長、石・普通輝葡・ゐ墨など
の違岩鉱物を乳鉢、で亨りつ、ぶし，粉戊にとした
毛の戸オソナ朴や毛ン剖才プ什奴”
のオ占土鉱4勿およびフロログルシノール左綱
した。太晶と単結晶乙ウ結晶に分け，ウi皓晶
質5に角板集合♂狂角萩鮎とその他の
ろ結ξも（V客i｛Z結晶亀ど）に’分類し7こ。－2∫
°Cで応く長したラK且』にっ1、て分類Lた結果玉図
1に鱈．造名鋤鰻茄⊥蜘悟核とし1蕨一ls∵Zo，－2㌧一30℃召iな．た剤鰭
長した水晶のウくはウ結晶τあリ、石英ぐ石果と図3に柔3。－15℃では単結晶とこ5に
骨の場合ε除けば，単結晶の宅恰は3曙」久丁六方打粛性のある水晶じ虜揃性り如1氷晶に
Quartz
Gypsum
Orth㏄lase
Augite
Graph’te
Kadinite
。　、。F噺uenc窃∫・），。　蜘
〔＝＝＝：雇霊曇≡一圃（44）
亡＝：：：＝：＝雇讐誓誓妻妻雪（22）
〔：＝：：一翻■（53）
〔：＝一妻妻≡≡樋■（45）
〔＝：雇鍾証藁童曇一頸■（33）
〔＝一（44）Mbr貢rr伽te　〔：：：コ匡一　　（56）
⌒・d・d〔＝：＝：＝＝＝＝：：：＝菖（1払）
［コ5i吋eロysta｜S長書誕㎝U㎎e5舗pla幡
團鵠S㎝臥ag鴫。看画es副司vmns■・・h・・倒，唖榔　　　　　図1
令汀た。　－15°Cで雌がメこ乞く　なる1こつ」しマ
六方打都性のあさ水晶の割合が減ツし，かわ
りにウ結晶の板札集合（放射樹λLlc在1川り
害］合ポ増有ロ↓た。　この・頒向は一ZO℃でモみ5
’1しさがノーZ5℃ピー30℃では机経がq・い吋、
5とt、）てべ≧丁しモ卑～｛舌i晶σ）苦ll合か犬ヴこし、ζ
は眼sな‘）。
ji）　ラk晶を蒸甕こtこ，　中まし書5に残こレ1したλ亥り
丸さこ乙結晶性ε偏名顕徹鏡τ糠した。ノに
晶核物質としては正長ゐの粉兎創刊1㌧一’5’
父イ近で水晶乏取長さ也た。．図4（d）は単結
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。幻F「瀞uen留゜’・），。1。。。幻F「器uen篇（°「・）、。1。。
「一「一一｝「一一一丁一一一丁一一「　「一一一T－一一丁一一一「「一一「一「
㎜　　　薩妻≡讐書
一巨≡三三逼E三蘂垂罫
一巨≡昌匡甕墨謬i
孤［護謹詞曙窪翼認
　Orthoclase　　　　　　　　　　　　　　　　　KaoUnite
　ニコさ　ロ　にギぐ　ソヨモがさくわサぱヂ　　ぶソリいぞぽツハ
〔口・i㎎’　c・⌒n°［『hexag・naD　　　図3
　　　。　F・劉en留（°’°），。　m
Nuclei　－「一「、、．。．，卿［：＝＝＝窪曇誓誓1（28）
P。｛y，，y．t。1［一（24）
　　　　　　　　　　　　（幻
Di。m。t。，　r｝「一一「一一一「
1－・μ・［＝＝：＝：：一（18）
5－50
10一
〔：＝＝一（20）
〔：雇誓一（23）
〔＝］5i・gle　cryslal
害謹P。lyc・ystal
（b）
回4
晶の核乙う結晶の核につい戸単結晶の沢晶
と汐結晶のノ題日6戚長3る客恰ε示し7こもの
τある。う結晶性り核かS成長した氷．晶のほ
と　ん〆と“が’1タ結ξ』1こな　，　て　し1三）こ　乙　4v日月三　ξ｝、て1
ある。単結晶の核、か」巧結晶の7人晶●て宅る
曹1ほがかなバ迂、・が、いしぱ雌が／oハ
以丁では、単結晶とう結晶6y判別が難t〈ノ
学結晶と判断［てモ部分的に号結晶化して川
3危険性ヵぐた㍉、こと1こよるセの乙恩わ」しる
．図4（b）は核の太亀こにょるフ　く晶の形態の
違日を示した毛のである。粒径4＼天乏く痴さ
にっ」しτり結晶氷、晶の頻度．が増加してし1さ．
こ，｜しほ粒径り夫㍉、核にほウ結晶性の核かり
いことによさモの了”ある
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Vl－1
南極みずほ基地の気候特性．（囹ex－Soα†り
　　　　　　石wlづ言　筍又　　・ノ1＼　林イ参　一　　　（ル（こブミイ墜ラ畠石苛）
　　－1まじ（め｜（一　　　　　　　　　　　　　一艮（∪））も冬填自1（戊ミでFく†3っ†三。　こグ）日41ヒタナすパま
みず1…瑳地の気劇っklマ1さこ畝までもし｝珊和碁艶（箆工．工望ヒもド）⑳気福為
くっかの報告袈召下れ，芝の輸拍勅タバ風夫きくなっZいろ。図ヵ・ら気圧ヒ気渇の牙牝
幕特肩の碁力強風であろこ乙が明ら句・に汀ド周期性がみられる。ぐらK各章素間（気五
っていろ。しWし通犀にあ杉ろ気象蹴1ド茎一気温享）や，冴オほと耶知基堤0）4画てそれ
つ＼屯網1甜いパこ細8・」靭戌間1て勧相関醐性がみらM．詞か砺と
婿研ずほの地二醜、ゾ“ンデドよ3踊日翫の駈鰍の周靭鈍73図｝く示しE．
デ’タ音もLド田知基比の気象ヒ比駿しなが日召知基艶では3日ヒ7日ドはっきりしE草越
ら～珂惟の気象にっいて論じろ。　　　　　固期亀もち，みすほではzれ程顕著でなuが
一 鱈累一　　　　　　　　　　　　　　　4日ヒち日1二章趣周期が硯われマ膓B跨の苗圧
㌘1図1こみずほドお寸ろ気象尊素（日勅値．）場の影饗花蜜けてy）3こヒカ×わかろ。爬の望
砿繊釣靱び3テ賄に示し乞卑素の周柳抽ヌ疋外レ輪｝は燐しく徽
塁㍑罐㍑襟巖鷲念隈笛，璽忽：論貿亀㌶㌶1解舗篶賓羊
」嵐θで約ZD℃，気フ王は5～／o⑳↓程夏期ド氏バ’て均値（点絃は㌘4図ド示し巨。工はE8知基地蛇
伽．弱願褒以下）噸期にゼけ現妹マLXみず15順瀧，下はB6和嫉ヒ頭22
u七．　　　　　　　　　　　　　　　5D礼の繍痘怜ら逸寡孝音ボめ1乞もの？・，セ
朗和茎兇じみずほの気斥（R（～）、岳⑤），風津（　小塗木氷床ド沿った値ノ曽肉夫気中の↓幽ピオ
榔），W（≦））、気温（X（蛎《・））さらド禍憶と同。、?ー?．ー〜『．｛．??　ム　　　ド　おリロ　ロ　　　　　　　　　　ト　　　　き　ロヨ　
／辿」山。：1
　　　　　ζ
恒図みず疏象縣僻罐鵬嚇渡図
島衷の日飾薙艶L口2巧0礼功気圧B（りと嚇
舌（ωδ）旬平均値ハ蛮化豆ヤ2図！1二示し杉．X6）
は麺面更正値，肱）ぱ⑳気丘であろ。みず
〕矛ヒ蹄基鎚」二望の乳丘1才冬期1てフ（きく断
し戌の醐みδ“ほと日輪基惚の気諺・F（・
＝R（≦）一届⑨、聞和基鈍工塑ヒの吾圧券ムF’←R6）
，乙ご　　　＼一／＼＿＿r＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LLL－》」」一」
㌘2図気象縣（解均面の宴化図ノR〔≦）、W（9，7…↓9：1沼和基斑蛇工気瓦風連，気猫｝㌔6凋陥ノ’而6）：
縮地羅，聴，品，Bω，舌ωノ・昭和皮・㌦。駈・醗、・綱粥ば臓呼獅一擁錨差
　　　　　　　　　　　　　　　　　41
鞭ろ．～剛杜B疏叡蝸の蹴孝「工冬期・・
；篇ぽユ瓢㌘監瀦念こ
鷹瓢灘瓢㌶三・・
里2250娩ヒ｝穿別の温1豆場1二あリ氷赤表面の放
射力智τ遍知急下がっていろ。一加8知基地
で喧ド荊くが徹し融面が環蝋嫌付。。
也の温頂が工扉し，冬期1てほ祷弛芭転の毛め
▲T’AZ（°Cハ00m）
だ5（5u㎡⑲c■｝－Sだ…（2250m｝
議㌶鷲議錫l！撒蕊ξ74図気福輪（撒：器雛二㌶づ
ヒ幻らいろ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ歯ヒ別強い勘蛇転融初れて1、る。
罐辮㌘㌶駕謬禦ξ鱗蒙嬬躍下灘逗
得らい巨癌預分矛から梼地編の島ざヒ強い。
ざの訟嚇復分斥丘示しE。影プル惹（は4－9
月（冬期）ヌ個、ひ3日傾劾33個耳周63個であz。
頁期｝くは醜が主じrぴい輪が均v）（42バリが1
゜／。
20
゜∫。
20
Syowq　Sし
doy
　　　　　　　　　　　　doy
　　1　　　4　　　7　　　10　　　13
ヤ3図　痴L圧度水の周期性
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カッフ・スケづレで口同一iヒ闇と兇ぼす孝Lび歩釆る・
ところηマー勾基地の多呑気象規、象‘ユー般1二大〉
く助∫る．
　図1に、％釦、みずほ両墓、地の志6屠の気
象皮化乞示す．最下段バ、日平均気圧で実線
　　　　　　　　　　　、忌線1‘みずほ基
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ほ基地し：汀い目0×るく、じょう多しが％和基地、r／r二あヒの気ラ昆の下障、そナ（仁引きつプいての
け㍑ぽ碍・渇ぐ珊和基力伽解口般状態緋常1瀕似して・・る・雲・吻れr・
必千しカじょう5U二群わrおぱのもあるバ、％あとの放射稔却が同び様（二起きるいらである
和、み千ほ両基地‘二障雪があフr二日ほ、りみデWヌこの状態和」・昭和基地の気翅oぺ庵
イ可らo＼の1ノ．［7多しに閣イ系しマ、レろ。この何らη、P峯からのフ含r気ナ鬼じ，Fって左石される享↓／あり
のレめ乱口、低気圧や温暖、寒：念閉塞前線得易・
ばレであろりv、みずほ基地1：ついてこのUう　・搬レ両痴巴刎ヨ彩η風直乞示した・みず
乱を破する事ほ非潮二困難び場合が私1。ほ基地の風速ロ恒飾担ある事1ま既にいわK
蜘・二の場合lz・ずしし気圧の低下をイ物ぽい．ている射肪パじょう乱の邑置時仁は％
イ列えし↑5月／0々／2日のフ”リ1プニド及し犬陣2㍗ユ、
上層し・非常L・疏畷気の流入バあり・
圧1ま彩iくrぶってb、ろ。5、6月τゴけを言・しトリゾ1
地上気おいても変化ノす後
和基地の方侭弦くなろL宍ド、みずほ基地1；
　こり擁にシノプティッフ・ズナづレのじょう多しがみず
年闇乞通じて、殆どの揚含、みずほの稗動ユほ基地の気劇；反ぼす影響1史か才で考えら
じょう乱の齪仁f半い、同断仁ロ召和基欠加二‡ノ戸葦　れてい斥よりレ1寸るり、仁天き・、・
雪ηΨあろのr三パ非劇・例η∨ケ汀・）句・“、みず
1諺地τごげバランベ斗氷和二入，仁しめ乱の影
靴気丁碍がある．図の2段目ド日乎均地
上気温とUβ和基地のク00ミリパ・一’レ気面・一・）破
4しε］示し仁、じよう‘しの通置仁，Fりノナ千ほ基焚↓
の気勧砲激r破化を示す．気翅の上昇（堀、
弦風1ゴる蹴嚇纏梁の蜘非イわ放
身寸収、支の皮化」、じょう孝しい1半う矛多琉」による墜転
層の願壊ばどη渚えられる．免拓舌爾ぺ
てにっいて角乎ネ『して、｝rぱ、）η“、少くヒも、数
例1二ついて口、ゾンデ及び30メートル9ワー6の
データから移流｛二よろしのヒ考えられろ。
　i図2は．与月26～29日のレ’」う多しの通岨（二よ
う気毅化梼駐示仁気湿吐昇と1嘘、
風i司の変イヒン（エ、■ラ敏仁疋乙きていろ。　ここでしユ
”月らい1：1魅の強…まつヵv逆卑a、膏の双壊をしrく
らしてほいτ」・い・ヌ30×一ト1レヲワーによる才孝地
気層り温度飾の変化乞詳湘1・見ると、放射
し二よるよつもじFう委U・イキう弄多硫しによるレひと
老える市oぺ妥当L思われる．孜壊されr・逆転
層の再形成’の雌し工錬昧深い冑糎て・あろ。そ
の場での放身むを却や、逆舗の石閲壌可惟かつ
↑二突戊也0・らの勅》ZしカΨ考えられる。　どシし‘二っ・1
てもンンホつ弘の際、謙卿鰍斤ε示す。み
千ほの気温の急・上、昇oΨ、じ’よう多し仁イ牛って日そネロ
蜘崎し・起き碍を示しf・パじの多しが去．
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V川一2
　　　　みす“ほ基．弛にお・1ナiう拷tセ葺L転乙放月目Ll又支
山囚　　恭　　（国立砧陀研汽所）
南極み号1珪杷刷セ表危放射収支1・つ・、て
13POLEX－』thの観須憤i果力・ら、角びビのよ
う1ニイ乍用しτいる0、仁ついてクヲ〈σへ議論ヵvな
鉢て托（曽面の高賄㌣用廻・贈，
ハk芭気，箆転雇，一一一　。
皇礁視可う乙、祇
償ユれう熱13』（AT）
し表わユ爪うほ¶
である・こ欄誌
　　　　　　　　　 今回13そ碑で笹地口5のo×（胡一3）で
麺ヒ放駒収支しの閲わり1二っいτ誌論可る。あ5。4Tて一叙τ
　持肥注転し敬動収支ビいうこヒ∫3、ある犬暗天Bの同乎均値
気福乏の下でtセ表面温度が・いか）5る亀芝ヒる　で記しE．’Vうツ
ひヒいうニヒに換言工束る。§『ち、靖天⑳1島キ18あるが、相闇
な（租一1）の1愛惑、厘］で㌧考え…｝ヒ、下危1杖射Lψ惚t　　徐霊又0，脅2ヒ高‘、4日
層の温度ガ布（霞ひ・｝k曇気量）で沃る。短亨艮関ぴあう．
収女Sn目フ～1暢入射角、α』という外的茶什　　このこしひら、
で1言ぽ渓る。よって入射叡射L↓＋S仇ヨΦ万与
L↓†S航・＝〔r1才
　L↑＝（トで
温度
　　　㊨7三
“凪一n　犬気“温度分布
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　「天気福遣一〔与之ら▲，4工
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡℃（－Tαが1沃る乙、（閲・2｝の曲線～二（阯3｝の直線
（S竹ε含1［r』ト1ニラ主竜」）ov㌧与えら↓｝＼う．↓し15（　（T軸で△τと可・らし薮で’重由）る）の交（…こ℃して
射乎衝口ら表面温産蔦＝陥乙1⇔1∂欲τある。表面温産玉が沃5」ヒいう商蓮が示ユ爪づ。
痴際に，」力勺バ風が恢t、顕熱輪送ぴあり、
玉〉「丘で平衡に口る。．
ぼL↓＋ふよリ犬ま、、．口？ち旗射q丈※」∂
　　－R仇＝L↑＿（L↓＋Sい＝《卜工㌧rTξ．
実祷、に」∂d薮ヨ）の直線0、；の1ベラツ舌ぴあり、
玉一πに対たし1三埴t♪綴び、訂～補権可3塾」コ必可’し叱可のみτ∫∂
表硯し切輪い与τ示1て函リ、二σ、違・・し
説』同弓るにIJ蓼中の熱伝導，実瞭のL層φ温
個一2）に（Ts一長戊乙一P爪の関イホε月平1ごi〕f直（晴／敦）友万布葛．言千‡田危誌論を‘必考に可う。
τ記L烏この噺鉢一つ∩曲線で表あ乏れ　更の喝与∫・ついて、下向放駒1ヨ中層鍾‘・
る争に疑闇昭后い（一ρ爪≒3．」（T∫一π，－O．055σ～一τα，Z）．の瘍信、莉柱通じて‘3131一定の77ヱ61弘・
　差転τ表わ弓のに必考なL層の預粁1∂η叫暗天に［cぺ・僧加可う（1弓乎均）。」二白叔射1∂、
み可・13に臥て’嚥い．そ・τ、昭知碁犯ゾ下局ぷ／鰍噺U・打たし’い■味一・可’
ン丁の70。孤b温度εみ可“r言の£雇∧福度τ穴れ1表ふ温友時のち白・二支fし可る．全叔射
表可る万ヒして孤った。取＿Ts＝δ丁王並転と　収支’∂、短汲収支が玉汲収支の亀零τ弱あ、
表わ可値（・必rしt逆転畦でiaか、oめし璃虐τ20～④砿痩t可る・0鋤づ周様φ関ぽ
して硬う．　　　　　　　　　　　　　　　モ見5ζ、若干相園IJ下5方向だOW司幕爪領
　放射収女1～帆τ補償して表．面で・の熱平衡芝保　｛司が脅られう。
つ4の1∂顕熱（H）
矯懲、，雪中の熱伝
勇がスえら▲う。
二爪中で特にHが
卑⑱しているヒ仮
定可うヒ、Hl3表
面近く夫気の温度
ξ］配瓜ぴ離に依
吾し、塔マ13培蛇
（“?、?）??
　　　　　　　　　　　　　　　T．一了a（℃）豊製麟蕊／・㌣㌫蒜綴㌫ごふ足
　40??
宇，。
（画一3）　△T（連φLt＆吻弓楕禽戊ヒ
　　孜豹収支（1～φ）・
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V川一3
計す1は基℃の風Kっ・1て
大畑栢夫（名犬・ブド卵、祈）
P・レe＼づ。計伽綱中d納一酬勾に，馳嗣ぽ8れ・、鰯ll鉢
㌃撰隠蜜鷲1漂鞭稔震麗雲鍵露鐘▲麗稔
　　　　　　　　　　　　　．紺宿ば’，飾疏・・マ埴嚇場・庭訟1女ぼ了烏響L籔6二じ旅η逐る
るの｛ズ繍層タがそれK傷ク臥柔だつ’ヤ’τ・あろ。
南嚇鮎鳩エ駆・・マ除，ラ∂靭足の兼臥臼タバ馳し徽・肪W
Urも・）の理酬碗勲㈱触、る．フ鳳芦1担娠州縛ど勇鞠
加ユし伽合．在内麟のイ鯛併裏怜鏑脚の鯉，・、酩う紘風
鍵1脇㍗焙㍑編羅‡欝芦i：乏託㍊謡晶2巖1↑
島認蒜鶉環忌1耗竺芦蕊膓；1㌶、1麗㌶㍗簾羅
　　　　　　　　　　　　ほ蹴れだの顧勧粥競しマ・・ない・レ⑲’ぽ鰍怜縮勘Wマいるが
レ餌層懐時ガ，麟鋤騨認η』6纏捌ラμ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二のま多響ε評⑱1う
シじt叫琴Z・あろう，
》回・よ，押1ぴ働風咽㊥マ、・働献・・てが酵セ疏・
　　　　　　　　　　　　　　　　，二げの館・・弗7㌧刊ぶ説鯉乏りθタバW擁1細竜・吃矧・
　　み6、τ｝け。
2）／担ず拓紅れ？い6風（1こ気娚層）の埆推1ヌ〆セれ成滉うτ鮎兇改にフ・，
　　7｝衆膨んε考慮に入＋κ間算俗τデμ｛朔・1マr尼言1了う。
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Vlll－4
　　やま助鰍媒ラk面ヒ雪面垣天磁
甘上弟節（克天務災研）
ψ月覧　　　　（北x低獅わ
瞬柔o秀　（長岡あ専）
や弓ヒ踊綱辺ピ広泥間P拡7cう1裸牢面
ぜ、欠気鯵夕》3影磐を綱べ3膓助ピ・ム眼
軋垣則の裸；k面，裸氷っ勇⑫已受す砂・、軸
，ム｝旅軋千側り潔＊面ζ宅れるK図1今・1
～ 3レ灯佗）τ．礼ラし・熱向ヌ支耀捌£4「「・互
。毛り己釆、芹孝と暫面叫袴微め樋』・ヤぐわ
々＼，ら．
　　　　　　裸＊面　　　雪診
アル・ベー　ド　　　ρ．5ト6　　　　　　0パP7
嘱収β知量　　3ユo　　　　〃o　ψ／吻）
全鋤『「収支　　　70　　　　　－80　（〃　）
　　　　　　（μ身λ1．2るθ94吃）‘正）
跳駕麓弘禦竺蘇織；，遼1£欝㍑潟》㌫襟豊
雰面垣・字、・肋⇔η瞳1レ筋レ（図κ弔・
　　　　　　　　　　　　　　　　　瑚後1貯倒’才．丁憐観山款｛レ乏トも移め．レ族磁⇔ほ袴計・・τ大気・＼ら緬
へ同ラド知癖瓦1庄喧砲レ㌢☆嚇・氷乏ぐムり、酬挙差め中つ
んビ．半ヤ、らX気へ同ラ（同．貢課）．）り　で，妨セ顕松輸）揚バ犬乏く’パL芦Lラ
ほ果、殊半面上句気轟・ヨ，オ面上やくらバ乙れ〉・
糠，高く〃9～司下寂．濠『湶と廠寵）．
図z’
．
。．ノ．　「
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lX－1
南極対流圏の放射冷却
川ロ　貞男（極地研）
オ20次一矛2Z＞購破施しr・働或気水圏計ぴ相対雄・垂跡牢示市ネ園ラ賄ま
画（POLEX．録k）で（ま、南極大気の熱岐1・800瑚寸Lまでク0％ε・あ・F。・・㌘L《1忽
焦点、を置〉、これにり、り、わる一要素である大渇〔1ラ威少レて・｜ろ・沈砕ドよるものと思われ
気の長ラ熊放射冷却蝿っ靖働放射ゾンる侭二の衛跡序1終期晴天蒔1・氏しば
デ観刻も実施しト。1昭和基地での放射ゾンデし日三起きろ・ヌ▲気柱1二対する可障水量に、
観剛殿1砧・既1・196ち年以来実搬れてρ2・8・で醐れて・自ζ岬綱7唖砺Z・
おり、その観蝸果ほ気象庁o・らAぱαr（寸〒c　　右イ則仁F帆の垂直多翻（0、らヌだまる冷ゑP率を示し
幽・・L．8汕Pむ』・1ul眠として酬†・・観嶋果謝却直口F即よく含う。＼
ご↓Lていろ。二μらのデ，7を｛…セっての解村「F↓の下層での差ぽほ大きく、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二の巨めFら1：お
繰飾す．　　　　　　いて遠麓・・幻彩．レ・・し顎・｛エゐ‡
1、晴嫡。観鵡知鰍身掴ヒのレ厳惚・咋÷｝昧齢あ引天きくr∫…
　図1仁麗須1例を示し右。飛楊当｝ヨロ朝がら2、雲のある協倉の混ラ則結果
断であ・r…畷揚綱％α噸速・・あり、晴天時協げ欲気樵「巌体気温認
地国鹸嬉也転層1嫌壊頚て・ゾ・．実度の聯〃瀦ぼら1ズξ備・よる輪・咋能
線は放射ゾンデ、点線1τ放尉図1・よる計算を　であり、符1・繁Pぴ別工一雲のある場合6吻
示し、F↓，F↑，駆抱ぞ肝ぽ、上句さろ“放尉ゾ・デド乃冤剖1砧レ腰のあろ
正・轍身才フラ。フス蹟励，瓦R・H［・鑓賜倉ピその勲醐特性（・ついての知殿
　　　　　　　R司。・iw㎞繍y性｝　　　　　　　イ薯る事じ重、点、を匿いた’レσ・レ・段寸ばしclD㎏
?
1勘↑
???）
1拓h T｛t町e㈹　　ξ｝㏄々｝
　　　　　　↓図2
1㎞
の％合口非弟1・デ㌧9の解釈ηV難し7∫る・
ここでし工企天η’ぐ口ぞ仁覆γフ〆〔て・｝るタ易合1こつ・’
了也ぺる。
、
F↓ 1。T4　F今
、、
?、
．
1
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cloud　tOP
cloud　bqse
吾‘ぴ。・）
一一一一→f知xintensity図3↑　　　　　　　　　　　　し図午
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　図21こ10－Scの％含を示し存。南極の珍岸
地帯1二ほ、しばしば層積雲0・拡バろ・上、㌣層
皇併う％合もあろη×、浮わ臼＼場白杉夕くこ
グ）｛ラ」1了f半フて、）τ」＼、。㌢コ頁｝工F、レの度イUl二日月石犀
に硯り八ろo＼雲伯i口やや希9月確で、この賜
合斥、6時闇後のラジZ・ノ’ンデの湿度！分希乞
参老1・している．雲のψ層・、吐翻・倒π
冷却和9％硫し一褒杯辞η・ら㌢の千1・
り・1丁て却uL熱ご「Kて、）る。　プ也表面の工正…ロ禾充（粁量
臥α02輪hと極めて小ぺ、・この肪1・雲
の存和工、犬気放揃⇒贈パきr膨響乞も
つク
3．雲の・声1・⑭（・Sし・（tγ：ε
　【亥の影響乞ベラメ9ライスニィろ目白9て・いわゆ
6纏惣麟謡鄭探慧！
直いがあるo“、ここで1τCox（／976、♂4、5）
しニノ従っr㍉図3から、
　　戸彦＝FI（／一εの†ε山グ7ノ
　∴乙＝砂一片↓．．（Dl轍．ε†．庭辻、．切
　　　　　　　　　　　　　　島↑イア亡仏〆τ〆ヂご
これε図2の例1・あて1⑭つと
　　ε』ρ、＄7，εト＝〃、85　を得る。
2εイ刈仁っいて桶軸1二㌢厚，Wメ（軸仁εをとって度ヨ
チ｛・示し亡。雲は高頑剰A、）、高層閣ハ・）η
ど／6例他の／2例1鳴積勲∫∂で一要量％
以Lの協θを扱フτ・。字均雲厚／000頒，喫庖
高度／600“、，‘雲頂高度26・・㌶・あう．
　乎歩身ε↓：〃，8／　　ε↑：o．69匠あフrこ．　ど、レ（工
1イ　11をP余し‘て！常1；ε↑’よつフく．きs、．ε↓（エノ曇／喜
クoo領奴漸胤，抱以上て、峠ヲ〃ソと！〆多．
帥壇厚・埠レτも小引雁ε示砺のがあ
るP・ぐ、　二八｛ユ喫底高7蔓↓：関イ系してし）弓。
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lX－2
衛呈6ぴ批L観測にょさ南極夫気⑳放射収支
　　　　　　　　　　　山内恭　（国立極地研只折）
　　　　　　　　　　　G．G仁　Cα！npbetし　　（NCAR／Co【oγてL40　St（しfe　Uη九↓v・）
Oほじめに．　　　　　　　　　　　　　　　　雪ふのアハし～一ドσ）1産」、rヨ日月原て已尼ない。
　衛星に」る犬気」こ端での孜射収支ヒ陀エま見　月平均の短波長収支（団一1）la、大気L1協
測に5る放射収支の差から、天気の叙射収女で肥Lの値∧約2借芝示し、従って差引丈気
ε評毎しEので、乏の綴駐報毛弓る。　　の噺ヌ｜a、陀ゑの唖収い3刷司C勧諏．て
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圏上部6・柘山僧にな59一　　　　　　　　　　　9 6．4．2　0　2　4　6
　　　　　　　　　　　　　ムソらド　むぬぶ　こずむロ　　ぷゆぶ　W廷堪見した拓詞鑑簗義鶯議繊瀞翻翻鰭の蜘場主解柏した・てσ）§
ごの稽象lal％4w　白・一　　　’　　　　　　　　　 　　 　　　　　案果井に的σN5中鵬ヒする　ξ
1刊3年の冬の向は絃き愉に有意である（柵es　北角き熱輸ぱ屡の滅少によ竃
蒜隠驚）鵠㍑ぽ露2；鍵擢え繭濃毅ぷ騒㌔
ll～4自）1ミ隈sれる。
　tl）均共1こ1刊3茸以綾には昆
ち争な、1。d）（2〕6稽毎（D阜　き
困竃舗くFるたbにヰ高繕霞§
味．畷思な鞍動をξ1濾こ㍉力学蹴を麟紅度動して、、磁分だ
堆測†31ct、垂Dては蛸畏σ）愚因友楳るに　りを取り出（た毛の。遇過直1
も和薗当τ屯3。この点を改善するた～あに、 4岳W多中葛、として祐ぽし9°8°7慨羅3°2°
曇　麟鑑燃舞魏籔；督も麟露欝瓢。鷲。の鞄
㌔　　　　　　　　　　　劇臓域の磁気飴持断なく，力輔鴇性（
紗就礁に沿。て北鞠iぴ～球〕ζの　中斎鮪の羅尉緬蜘こ鱗さ偏効果）によ
b・。狗』へゆ均胴の等縞鮪」二の温敵縮言。
の娩解圃臨緩の鶴姥調妖。湘向は1祁．
澗～1蝋願緬●酬い次醐象臼8．6
き得た。
　u），射流圏極嬉の温度ガ境界掻週｛肺こ勧い
底とる（秘）。こ破鋤蜘流圏輸樋
τ消え5。ゆ鰍b90°阿σ）温瞳（乃平掬奪らのギ’
ξ爆㌔翻調麗2霧麗顯磐1こ2眠の線磯まえ禰］晒端。在動亙
印6鰻一附2．2向の繍3ナ目に齢縮．癖鄭蝿馳信剰生玉齢3殉醜1諭
グ
酬誌義§驚磐ま麗α忘゜欠精軸｝よ
の1◎～50、的麺極勤温虐ぴ通馳～9
後に極順放る瞳ξ）・lo・b醐上・こ副
大き）」蚕動ぴ期合さ宕苓。lo為bqo°～におけ5
温盲の乎並）6らのギ玖は一ση201（で（衿q％以
1〕3喬雇気象観測ぎ1一勺き解梅盲るこいこし
た。
　　観測点　　　　慧鯛
　。A袖輌wバsぐ叶t　　　ζ1．1．i～㎎，431
　。魏ぐ触ア」ゲ紡坤」　　銘．4，εへw．5」2
　鳴5γ3　　　　目λ323～ワぶ・1’30
　瓠測回敏は壬｛こ4臼2回⑤季）4白1回終
動ヌな季嚥酬ザW・⑭hbじ拝1諏畝
3ことザ鈎D。
今固は予備酌匂解恭1鶴果を報舎盲3亨念石
あ3。
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X－2
成屠圏全群蹴の藝直勾配の痴b
補尺　博　　（国立膨焙珂究所）
◎＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し一Z、、ゐことてゐ‘ノノ　兜Z詞乙ア式7S陽ウ、　S／月’こ　　全燕平均温度の再孝化に関してIJノ弓Ll二爵も近くノ7月F最モ遠い〉い〉楕円叙蓮＾
吋im』泌3SIRSデータ（主一1二196？4手）を便〉　影麗Fよらセのヒ角4糸し＞bもひであゐ．
たFレぬ8㌦山sG972）ノN㌦』u∫4SCRデータ　◎全球百エゴ日　の　　匂
（生1二｛970！弓」）　を・ノ冥，7…二B氏r力e什（1ご「7～1’）の荷乳　　全扉坪均温亙の垂】直勾配1び，放的，八寅
幅ゐ・ここ戸全増塚蹄・鎚’鋤ル昨⇔L同向魂輪1・よ・蘇
勾配がどう牽化して、こ～b力・を，M協・∫SScR斗bピ柔丈る二じ巾ぐビ竺わバ，躍呼之ヒし
‘qηバーlgク4の∂・樽グのテータ竜伊・て銅べて今て輪巧閥・ぢイしを鋼べ’仁∀肉方♂・・〉み）フ
怖、寧味深時実勘づD、・7⑰τ’雛可ゐ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図313ノ筋坪τ…Fメ仁くぼ〉の危守↑
ゐ．　　　　　　　　　　　4～い善εヒゐこヒじよ、蠕随晒之へ強こ
◎テータ　　　　　　　　　助ひして／励奄化路7・毛＾τ’みb．
　　N；・』さSCR・ζあ．B／ユ，32ノ，砂じの3／月匙・タ角λケーノL・卿1議臥よ
つ呼rネノレ（こパチ・ネ’し所鯛6　ム・ぐP畑8＞一〈隔，，、＞1・三担⇔と史》
御叫ト鞠ふ冴㎞加・ついτ13図1参照《：2べ　こヒボわかゐ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P㌧ヲo　c’ク3戊’　D～〆2グ゜（ヲリ’Dr7‘o
イデ》．荷皇のピーク13質イPビれ～脇k靹ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伽’Pヅヲ。〔〃クリ1学一ク硝・晒Lして
～3δ㎞，～3）・い・あゐ．）の纈溺度鋼ふd）いb．1初昇’」袖いノ」イ剤晒硫し．雀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　”のピーク’」良くゐ5布ていb訴遁上ξF威犀周の由～リデークを侵ラ．驚鏑ぱ旬鶴序4°竈⑳ラ
リ7ドデー克　　ある㌣マネ’し（Uで’後ワβ枚戻痴風午干羅動の房頂6天の戊疸L与ぼ一致
窮舷（助・3，　　　　　　していb．酌午鞠♂よぬ妹・昭形し
　　　　　　　ロ　　　　　R・一・（・噺γ（⇒戦りし票壷輪み鋼・、鞭均
ここτ7・－1・P（ア1∂賓1L）畝）瀞碑禰・・戸蜘・琢を餌稗・7・勧知⇔
佐ρ、鵬鳥±と！毎ll二≠∫た寸b．βご（T）1ユプ　図4仁言す．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f9ワハ旨じ∫9外干を比ぐム〉ノ
ラン7関数．机％7〆荷亀閥数でみり，慨の　’9ワ｛揖に’」，タf玖スブールヂス旦な締ρ〉
頁停卵ひ形ウぐ図工であわ．
　　全球♀均のOPぐ耐bト主〈〉τ乏わ可ヒつ
縫閉散の鯖・擁タ鱈・｝市1↓±い物釦呼…鋪じ㊨軌
よ1だ旺苧Σ」星んで坊疹ので（COみ／躰）ノ
　　　　　　　　　の　　　　くPr＞生1悟m＞夢」γ
βPフ旦，潔ひ泊卵な♪不せ勺踏塀は，酉3
の佗．蠣フー〈転〆り問・鴎功1踊げ一私し
τいみ・　特1㌧吻沙fふ7Lノ＾肱い三度の勇動
　　　　　　　　宴はこへ踊（19ワ靖フ月ノ，
酔蜘躯τジ加擁勾配唖転ゼヒ7・
ζすルでF呼互57チいPぐ，鋤L佐化の、急工ユ
なゾに♂・いL，w与耳＾下空鰍♀澄に匹適ヲー
れアラン7閉蜘～蝋丁欄し備聖御ゐ隠亘空解猷秒こ・て・る・（角稗
・・ρぐ，麟却訂・獅聯酬L〆ピ，鴫婦鋤昂奴断鎚程じ・徳
　　　　く・・〉全㌦（Φ）綬ケ　　㌶賎鑓：○㍊璽；坦バこユ
雀・てくRr＞α）α4μをみムこじ己ノ子⇔の久化　◎＿幽
をみ5こじド7Jb，　’・口～ジをみ7二♪〆図2で　　　全蹄’♀均…庖自の穿直幻随仁ぢ心’1～’〈婦の
あゐ．　火‡球塞（j稗拝屋）ぬ巧仁〈T＞ρぐ1司莫恥扉動をみフワ戸・　ほワ3等ドO＄勾擢
ξ：・竺驚響票認㌶6ぷ蒜晶璽…潔㌶！鑑霊場耀遮為
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（≧匂函工～亨停全て芝やイゾ’号み、■ノ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　67
ゐ祇霜をズ⊥bヌ・曹戸ぐあλ〕かもしぶない．
19ワじ雪13己れい7」半年歳動をπ、さ7ばいヵぐ，前
特ゴ逆ぺ舌三虞ひ肩里ア」》亀句で斗答振重♪バ献う
さAた㌔AヒえLる．　ユ丈上σ・蟻論け一た，
1弔恥正牢じし九均ユ・τ＾モ《ト’が’伽
写を掬べ’てこひ，真・玉虚かひゐ、ぐ・号〆あb．
5巨このデータ＾範団ひ解祈∩吏唇ヒして，
庭域し翫直域1ニゲワ七ソ，簾酌波導爾祈を行
、存フして議翁ε1環〆てゆくこヒ1ζ疋jLてい
ゐ、
傍霧女寵＞1如耐o今帖）　9“」吟臨』控’宝。丁＾留゜
　　　　B“声柑前」‘1イ7ζノ　　”　　　倒，暢一鳥？↓
　　　　脇酬（19咋）　N小眠　　　室，剤一安7
　　　　F識ξ≦』』〔14‘旬μ・・輪商・　当ぷ2一剛
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X－3
上部威層圏循環！に関する南ゴヒ両半球の比較
　　　　　　　　　　　　　　　　塩谷雅式横田勇（京天・理）
　■　ぱじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　■　鰍斤乙秦吉果
　　成層圏の観測が主ヒしてゾンデによ，て　・下図は、高緯度上部成層圏（ぽ糺8Dめのム1
行なわれていた瞬代には、その観測点が特に』臣dio醍のふもまu8示した亡のでが、こ
南半球で非常に少’なか。たため、成層匿陥環のありふ眠だ図からε両半諌の遣いがし｝〈っ
に関する南文両半葺の逸ほ知ることはたヵ・見てとれも．まずNHで仔Z耳と芒大きな突
｝㌫摩荒，蒜ξる嘉繊≒隅婿鷲欝覧訟慕豊ξは：麗縫替
蝋るよ51こなリ、南・輌半束1蒔1蒲ず両櫃の昇瀬1・お1穐晶まし1の栴縫
ることがどきるよう1こな㌧て寺てt｜る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ．つまリト針ご｛汗突「撚昇温のあと春から］夏rこ
叉両㍊遥uミ羅‡㌘㍑い認；緊ぎ‘吾麗蕊忽離膓）1璽
1響漂㍗瀦絃零こ睡纏ぱ£念懸諜邊竪晶㌔ミ磐・一
認き嬬‡鷺警艇出可こし1鯨勧鰹ξ貝趨濡堅糟騨ぽ鷹
・両半球砿較　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》畠」蔓ヲ貝1こ関す3解存「力、ら、』6冷霊輿諏こ∂～tI誠㌫雛1篭鐙膓蛾；蹴繁㌶㌶鑑袈燃
層圏では興｛梱軟爬）よ幅』1㎞H），厄特1・無耐破馳の双‘よ振幅の
のぼ5が強い（Bd噺†蜘（1喝）特1こ～Hごは晩冬に（ご一クヒな6雀度が④゜sがら6br～へ繊げ≧
旋酬γ知の娩が猷向へ下降碗（H・』。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒい5特徴が貝らψへた．
（㎞或威」《一～Hτは糠2の東庭竣が・　敵両半疎に見られる轍平均温度場と
特徴的である柚浦綱（酬w）．一一蝸の特蜘顕癩ば最㎞輪幽星デー
硬冬を中’cに～縞緯度」：部服層圏Z温度傾度9がら臭積ε，た上郭成層圏の地衡風速分布
の噛硯典ぷ協．瓢・7微）　　ζよ。知已示してUろことがわが，た．
　　　　　　　　　　　　　　月NNURL　H月RCH　　NII佃US・5　SCR　　　CH＝B12・43κH
　　　　　UO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　110
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X－4
　　　　The　varia七ion　of　s七ra七〇spheric　aerosol　content　af七er　七he　erup七ion
of　M七．　EI　Chich6n．　　　　1」idar　measuremen七s　at　Nagoya．
　　　　　　　　（工崎4，ン汕献後の樋圏口・ソ・・レ・競ヵ　ラィヂ観剃）
　　　　　　Sachiko　Hayashida　and　Yasunobu　工wasaka
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Wa七er　Reseach　工ns七i七u七e，　Nagoya　Univ．）
　　　　　The　volcano　Moun七　EI　chich6n　（17°N，　　of　abou七　3　km　apPeared　at　21．o－24．o　km
93°W）　erup七ed　violently　on　March　29　and　　　　and　the　dense　aerosol　layer　exis七s　at
Apri1　4　1982．　After　the　eruption　of　Mt．El　　abou七　24　km　still　in　Oc七〇ber．
Chich6n　a　sudden　increase　of　backscat七ered
light　from　七he　stratospheric　aerosol　layer
was　de七ec七ed　by　lidar　observa七ions　over
N・q。y・（35°N，137°E）・Ruby　1・・er（0・6943｝加）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60
was　used．　Parameters　of　the　lidar　sys七em　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40
are　described　in　de七ail　by　Iwasaka　et　a1．
（1976）　and　工wasaka　and　工sono　（1977）．　The
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O
volcanic　effect　on　stra七〇spheric　aerosol
layer　is　very　larqe　and　long　lasting・　　　　　　　　　0
　　　　　工n　Fig．l　profiles　of　scattering　ratio
（R（z｝　｝　measured　at　Naqoya　during七he
period　from　April　l5　to　July　10　are　com－
pared　with　one　sample　profile　showing　七he
straセOspheric　aerosol　layer　durinq　pre－
St．Helens　period　（Apri1　2，　1980）．　R（z）－1
is　propor七ional　to　the　mixing　ratio　of
aerosolS．
　　　　　A　sudden　increase　of　scat七ering　ratio
was　measured　at　the　heiqh七　range　27．0－28．5
　km　on　April　l9．　Af七er　七ha七　七he　profiles
of　　sca七tering　ra七io　began　to　show　七he
　double　layer　s七ructure．　On　May　4　the　ex一
　七remely　dense　aerosol　layer　with　thicknes合
0
O
0
?????????
?????????
O
＝????」?＝????????
O
　　Apr　MoyJun．　　Jul．Aug．
???????????）
03
02
01
　　　　　　　　O
Sep．　Oct．
　Pig．　2　The　time　series　of　七he　value
of　R－1　0f　七he　main　peak　layer　（solid
line）　and　the　main　peak　heiqht　（dashed
line｝，
Fig．1
40
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1　　　　　5　10　　　　　f　　　　　5　10　　　　1　　　　　5　10　　　　1　　　　　5　10　1　　　　　5　10　　1　　〕　　　　　5　10
　　　　　　　　　　　　　　　　SCATTERING　RATIO
Scat七ering　ratio　profiles　obt二ained　by　Rubylidar　over　Nagoya・
70
from　the　end　of　March　to　the　beginnlng　of
Apri1　（See　Fiq．3）．　A七　the　20°N　latitude
in　the　Pacific　Ocean，　七he　wind　was　also
mainly　eas七erly　in　the　same　period．　Ψhe
dense　aerosol　cloud　with　sca七tering　ratio
222　at　heigh七　range　24．5－26．2　km　was　de一
七ec七ed　on　April　lO　and　ll　by　lidar　in
Hawaii　（20°N，1550　W）（SEAN　Bull．，1982）．
Therefore，　the　first　increase　of　scatter－
inq　ra七io　a七七he　height　of　27．0－28，5㎞
measured　on　Apri1　19　is　possibly　caused
by　the　volcanic　aerosols　七ranspor七ed　by
eas七erly　wind　and　diffused　meridionally．
　　　Fiq．　2　shows　larqe　fluctuations　of　the　　As　for　七he　aerosol　layer　exis七ing　below
sca七te・ing　rati。。f　m・in　peak（Rm）durinq　th・m・in　peak’aer。・。ls　are　p。ssibly
the　three　mon七hs　period　af七er　七he　erup七ion　transported　by　weas七erly　wind．
and　peak　to　peak　duration　is　abou七　20　days．　　工七　is　necessry　to　consider　七he　modal－
The　height　of　main　peak　layer　is　con七ina1－　ities　of　七ransport　as　well　as　forma七ion
ly　found　a七　about　24　km．　　　　　　　　　　　　　　　　　of　aerosol　par七icles　from　gas　phase　in
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　order　七〇　interpret　七he　chanqe　in　七he
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